大江維時「日観集序」注釈 by 北山 円正
一
五
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
三
六
巻
一
五－
三
三
二
〇
〇
三
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
注
釈
北
山
円
正
平
安
時
代
の
漢
文
学
史
を
語
る
と
き
、
必
ず
言
及
す
る
資
料
に
、
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
(『
朝
野
群
載』
巻
一)
と
大
江
匡
房
｢
詩
境
記｣
(『
朝
野
群
載』
巻
三)
が
あ
る
。
こ
の
二
文
は
、
平
安
遷
都
以
降
の
漢
詩
の
流
れ
を
俯
瞰
し
て
お
り
、
自
ら
の
文
学
の
歴
史
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
見
解
を
示
さ
な
い
当
時
の
資
料
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
貴
重
と
言
え
よ
う
。
前
者
の
詩
集
は
、
三
つ
の
勅

漢
詩
文
集
を
生
ん
だ
弘
仁
・
天
長
期
以
前
の
詩
を
除
く
、
承
和
年
間
以
降
の
詩
人
の
作
品
を
収
め
て
い
る
。
両
期
の
間
に
一
線
を
画
す
考
え
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
、｢
我
朝
起
二
於
弘
仁
・
承
和
一、
盛
二
於
貞
観
・
延
喜
一｣
と
述
べ
る
よ
う
に
、
弘
仁
と
承
和
の
両
期
を
一
括
り
に
し
て
お
り
、
承
和
期
の
扱
い
が
前
者
と
は
異
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
承
和
年
間
に
『
白
氏
文
集』
が
ま
と
ま
っ
て
舶
載
さ
れ
て
、
以
後
の
詩
風
が
一
変
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
学
史
上
の
大
き
な
出
来
事
を
、｢
日
観
集
序｣
｢
詩
境
記｣
は
少
な
か
ら
ず
意
識
し
て
い
る
。
承
和
期
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
点
で
は
相
違
は
あ
る
が
、
維
時
と
匡
房
の
示
す
見
解
は
、
平
安
時
代
前
半
の
漢
文
学
史
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
平
安
時
代
漢
文
学
史
の
時
期
区
分
を
論
じ
た
主
要
な
先
行
研
究
に
は
、
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
上』
(
序
説
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
時
期
区
分
と
そ
の
特
質)
、
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
中
上』
(
第
二
篇
・
第
一
章
・
一
国
風
暗
黒
時
代－
そ
の
時
代
区
分
を
め
ぐ
つ
て－
)
、
大
曾
根
章
介
｢
王
朝
漢
文
学
の
諸
問
題－
時
期
区
分
に
関
す
る
一
考
察－
｣
(『
大
曾
根
章
介
日
本
漢
文
学
論
集』
第
一
巻
、
所
収)
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
資
料
は
、
今
ま
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
重
要
性
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、｢
日
観
集
序｣
｢
詩
境
記｣
自
体
を
十
分
に
読
む
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。｢
詩
境
記｣
に
つ
い
て
は
、
さ
い
わ
い
後
藤
昭
雄
氏
の
｢
大
江
匡
房
｢
詩
境
記｣
私
注｣
(
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
中
古
文
学
と
漢
文
学
Ⅱ』
所
収)
が
あ
り
、
読
解
を
や
す
か
ら
し
め
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
｢
日
観
集
序｣
に
は
注
解
の
手
が
及
ん
だ
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
序
が
平
安
時
代
の
漢
詩
の
流
れ
を
通
観
す
る
目
的
は
、
当
代
の
漢
詩
の
置
か
れ
た
状
況
を
提
示
す
る
点
に
あ
る
。
ま
た
弘
仁
・
天
長
期
に
溯
っ
て
述
べ
る
の
は
、『
日
観
集』
編
纂
時
に
お
け
る
漢
詩
享
受
の
様
相
を
、
歴
史
上
に
位
置
づ
け
る
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
た
ん
な
る
漢
文
学
史
の
記
述
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
序
の
意
図
を
汲
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
序
に
対
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
の
論
及
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
そ
の
全
体
を
読
み
解
く
べ
き
で
あ
る
。
北
山
円
正
一
六
序
の
本
文
は
、
猪
熊
信
男
旧
蔵
『
朝
野
群
載』
(『
古
簡
集
影』
第
六
・
七
輯)
を
用
い
、
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
葉
室
本
・
同
柳
原
本
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
塙
校
正
本
・
同
田
沢
仲
舒
書
写
本
に
よ
っ
て
、
適
宜
校
訂
を
行
っ
た
。
ま
ず
全
文
を
掲
出
し
て
句
読
点
を
付
し
、
対
偶
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
該
当
部
分
を
二
行
書
き
に
し
、
そ
の
頭
に
括
弧
を
施
し
た
。
＊
印
は
校
訂
し
た
部
分
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
各
語
注
に
お
い
て
述
べ
る
。
ま
た
便
宜
上
、

〜

の
段
落
に
区
分
し
て
い
る
。
注
釈
は
、
段
落
ご
と
に
ま
ず
訓
み
を
示
し
、
次
に
語
注
等
を
述
べ
て
用
例
を
挙
げ
、
そ
の
上
で
現
代
語
訳
を
記
す
。
最
後
に
本
稿
末
尾
に
｢
付
説｣
を
設
け
、
問
題
点
等
を
指
摘
し
て
所
見
を
述
べ
た
。
日
観
集
序
従
四
位
下
式
部
大
輔
兼
学
士
大
江
朝
臣
維
時
貴
遠
賤
近
、
是
俗
人
之
常
情
、
望
青
山
而
対
白
浪
、
何
異
風
流
、
遙
尋
漢
家
之
謡
詠
、
草
稾
滋
生
、

夫
我
朝
寔
可
重
心
咨

者
也
。
閉＊
聡
掩
明
、
非
賢
哲
之
雅
操
。
聞
糸
竹
以
賞
煙
霞
、
既
同
声
色
。
不
事
日
域
之
文
章
。
塵
埃
空
積
。
徳
高
監
撫
、
従
在
藩＊
之
時
、
起
於
承
和
、

昔
者
弘
仁
天
長
之
世
、
有
凌
雲
集
、
文
花
秀
麗
集
。
其
後
百
余
年
間
、
絶
而
不
続＊
。
天
慶

宮
、
採

風
人
墨
客
律
詩
。
学
長
誦
詠＊
。
令
狎
近
之
輩
、
＊
于
延
喜
、
十＊
人
入
選
、
留
心
異
才
、
方
為
日
観
集
、
廿
巻
成
功
、
分
部
同
類
。
並
取
扶
桑
名
也
。

其
所
	
用
者
、
相
公
野
篁
、
大
夫
良
春
道
、
相
公
菅
是
善
、
相
公
江
音
人
、
相
公
橘
広
相
、
大
夫
都
良
香
、
丞
相
菅
道
、
相
公
善
清
行
、
納
言
紀
長
谷
雄
、
大
夫
江
千
古
。
亦
弁
時
代
之
先
後
、
不
依
官
爵
之
高
卑
。
望
苑
春
花
、
未
排
比
花
麗
之
作
、

於
戯
豈
如
吾
君
不
墜＊
斯
文
乎
云＊
爾
。
桂
宮
秋
月
、
无
仮
集
著
明
之
詞
。
(『
朝
野
群
載』
巻
一
・
文
筆
上
・
序)
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
日につ
観かん
集しふ
序じよ
従じゆ
四し
位ゐ
下げ
式しき
部ぶ
の
大たい
輔ふ
兼けん
学がく
士し
大おほ
江え
の
朝
臣
あ
そ
ん
維これ
時とき

夫そ
れ
遠とほ
き
を
貴たふ
と
び
近ちか
き
を
賤いや
し
む
は
、
是こ
れ
俗ぞく
人じん
の
常じや
う
情じや
う
に
し
て
、
聡さか
し
き
を
閉と
ぢ
明あき
ら
か
な
る
を
掩おほ
ふ
は
、
賢けん
哲てつ
の
雅が
操さう
に
あ
ら
ず
。
青せい
山ざん
を
望のぞ
み
て
白はく
浪らう
に
対たい
す
、
何なに
ぞ
風ふう
流りう
を
異こと
に
せ
む
、
糸し
竹ちく
を
聞き
き
て
以もつ
て
煙えん
霞か
を
賞しや
う
す
、
既すで
に
声せい
色しよ
く
を
同おな
じ
く
す
。
我わ
が
朝てう
遙はる
か
に
漢かん
家か
の
謡えう
詠えい
を
尋たづ
ね
、
日じつ
域いき
の
文ぶん
章しや
う
を
事こと
と
せ
ず
。
草さう
稾かう
滋しげ
く
生う
ま
る
る
も
、
塵ぢん
埃あい
空むな
し
く
積つ
も
る
。
寔まこ
と
に
重ぢゆ
う
心しん
に
咨し

た
ん
す
べ
き
者もの
な
り
。
序
の
呼
称
、
作
者
名
に
つ
づ
い
て
、『
日
観
集』
成
立
当
時
、
自
国
で
詠
ま
れ
た
詩
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
状
況
を
慨
嘆
し
て
い
る
。｢
日
観
集
序｣
は
、
詩
集
『
日
観
集』
の
序
。『
日
観
集』
は
、
逸
書
。
こ
の
序
と
『
本
朝
書
籍
目
録』
に
よ
っ
て
存
在
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
成
立
は
、

者
大
江
維
時
の
官
職
｢
学
士｣
つ
ま
り
東
宮
学
士
と
な
っ
た
天
慶
七
(
九
四
四)
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
、
下
命
者
皇
太
弟
成
明
親
王
が
即
位
す
る
同
九
年
四
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
。
な
お

集
が
始
ま
っ
た
の
は
、
序
中
に
｢
従
二
在
藩
之
時
一、
令
三
狎
近
之
輩
、
採
二

風
人
墨
客
律
詩
一｣
と
あ
る
の
で
、
東
宮
が
｢
在
藩｣
(
藩
王
〈
親
王
の
唐
名
〉
で
あ
る
の
意)
つ
ま
り
立
太
子
以
前
か
ら
で
あ
っ
た
(
『
日
観
集』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
金
子
彦
二
郎
『
増
補
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集－
句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
究
篇－
』
四
一
三
〜
四
一
六
ペ
ー
ジ
、
後
藤
昭
雄
｢｢
属
文
の
王
｣
－
醍
醐
系
皇
親－
｣
、『
平
安
朝
漢
文
学
論
考』
所
収
、
参
照)
。｢
序｣
は
、
作
品
成
立
の
経
緯
や
意
図
な
ど
を
述
べ
る
文
体
の
呼
称
、
序
文
(
鈴
木
徳
男
・
北
山
｢
藤
原
敦
隆
｢
和
歌
類
林
序｣
注｣
、
｢
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集｣
第
四
十
三
巻
、
参
照)
。
こ
の
序
は
、『
朝
野
群
載』
の
目
録
に
記
す
よ
う
に
、
書
物
の
序
文
で
あ
る
集
序
。
書
序
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
。｢
従
四
位
下
式
部
大
輔
兼
学
士｣
は
、

者
大
江
維
時
の
官
位
。｢
従
四
位
下｣
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
天
慶
四
年
正
月
七
日
(『
公

補
任』)
。｢
式
部
大
輔｣
は
、
式
部
省
の
次
官
。
式
部
省
は
、
文
官
の
人
事
・
養
成
・
行
賞
な
ど
を
職
掌
と
す
る
官
庁
。
『
令
義
解』
(
巻
一
・
職
員
令)
に
は
、｢

一
人
、
掌
、
ツ
カ
サ
ド
ラ
ム
コ
ト
内
外
文
官
名
帳
、
考
課
、
選
叙
、
礼
儀
、
版
位
、
位
記
、
校
二
定
勲
績
一、
論
レ
功
封
賞
、
朝
集
、
学
校
、
策
二
試
貢
人
一、
祿
賜
、
仮
使
、
補
二
任
家
令
一、
功
臣
家
伝
田
事
。
大○
輔○
一
人
…｣
と
あ
る
。｢
式
部
大
輔｣
に
補
せ
ら
れ
た
の
は
、
天
慶
七
年
三
月
二
十
九
日
(『
公

補
任』)
。｢
兼｣
は
、
兼
官
(
拙
稿
｢
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
注
釈｣
、｢
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要｣
第
三
十
五
巻
、
参
照)
。
維
時
は
、
正
官
が
｢
式
部
大
輔｣
で
つ
づ
く
｢
学
士｣
が
兼
官
。｢
学
士｣
は
、
東
宮
学
士
。
皇
太
子
の
学
問
の
師
。
『
令
義
解』
(
巻
一
・
東
宮
職
員
令)
に
は
、｢
学○
士○
二
人
、
掌
、
執
レ
経
奉
説｣
と
あ
る
。
維
時
が
補
せ
ら
れ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
天
慶
七
年
四
月
二
十
二
日
(『
公

補
任』)
。｢
大
江
朝
臣
維
時｣
は
、
千
古
の
男
。
文
章
博
士
、
大
学
頭
、
式
部
大
輔
な
ど
文
人
官
吏
の
道
を
歩
み
、
村
上
天
皇
の
天
暦
三
(
九
四
九)
年
参
議
、
同
九
年
従
三
位
、
天
徳
四
(
九
六
〇)
年
中
納
言
な
ど
の
官
位
を
経
て
、
応
和
三
(
九
六
三)
年
に
七
十
六
歳
で
薨
じ
た
。
世
に
江
納
言
と
称
せ
ら
れ
る
。
文
業
の
う
ち
、『
千
載
佳
句』
の
編
纂
は
、
後
代
へ
の
影
響
が
大
き
く
特
筆
す
べ
き
業
績
で
あ
る
。｢
夫｣
は
、
発
語
の
助
辞
。
道
理
や
一
般
論
な
ど
を
説
く
と
き
に
、
そ
の
箇
所
の
冒
頭
に
置
く
。
拙
稿
｢
藤
原
敦
光
｢
白
居
易
祭
文｣
注
釈｣
参
照
。
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
注
釈
一
七
夫○
得
而
易
レ
失
者
時
也
、
感
而
難
レ
堪
者
情
也
(『
菅
家
文
草』
巻
五
、｢
閏
九
月
尽
、
燈
下
即
事
、
応
レ
製｣
詩
序)
夫○
菊
之
為
レ
物
也
、
為
二
草
中
之
王
一、
作
二
花
裏
之
仙
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
一
、
大
江
朝
綱
｢
九
日
侍
レ
宴
、
同
賦
二
寒
菊
戴
レ
霜
抽
一、
応
レ
製｣
詩
序)
｢
貴
レ
遠
賤
レ
近｣
は
、
遠
い
も
の
を
尊
ん
で
近
い
も
の
を
軽
視
す
る
こ
と
。｢
遠｣
｢
近｣
は
、
空
間
・
時
間
の
両
方
に
つ
い
て
言
う
で
あ
ろ
う
。
常△
人△
貴○
レ
遠○
賤○
レ
近○
、
向
レ
声
背
レ
実
(『
文
選』
巻
五
十
二
、
魏
文
帝
｢
典
論
論
文｣
。
五
臣
注
｢
貴
レ
遠
者
、
謂
其
不
三
分
二
別
文
章
一、
伝
二
聞
遠
者
一、
為
レ
善
乃
則
貴
レ
之
也
。
向
レ
声
謂
下
向
二
其
声
誉
一
而
為
上
レ
美
也｣)
貴○
レ
遠○
賤○
レ
近○
、
人△
之△
常△
情△
、
重
レ
耳
軽
レ
目
、
俗△
之
恒
(
五
臣
注
本
『
文
選』
巻
三
十
一
、
江
文
通
｢
雑
体
詩
三
十
首｣
序
。
李
善
注
本
に
な
し)
｢
俗
人｣
は
、
ふ
つ
う
の
人
、
凡
庸
な
人
。
嗟
嗟
俗○
人○
心
、
甚
矣
其
愚
蒙
(『
白
氏
文
集』
巻
一
・
、｢
凶
宅
詩｣)
俗○
人○
争
事
二
栄
利
一、
不
レ
用
二
和
歌
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
一
、
紀
淑
望
｢
古
今
和
歌
序｣)
｢
常
情｣
は
、
つ
ね
に
持
つ
心
、
ふ
つ
う
の
人
の
心
。
右
の
江
文
通
｢
雑
体
詩
三
十
首｣
序
の
ほ
か
、
次
の
例
が
あ
る
。
季
友
詩
、
愛
レ
奇
務
レ
険
、
遠
出
二
常○
情○
之
外
一
(『
河
嶽
英
霊
集』
、
王
季
友
の
品
藻)
宜
下
思
二
憂
レ
国
之
常○
情○
一、
永
停
中
伝
レ
家
之
苦
請
上
(『
本
朝
文
粋』
巻
二
、
菅
原
文
時
｢
答
二
貞
信
公
致
仕
表
一
勅｣)
凡
俗
は
常
に
古
い
も
の
を
重
ん
じ
、
近
い
も
の
を
侮
る
と
い
う
。
こ
の
｢
貴
レ
遠
賤
レ
近｣
な
る
傾
向
は
、
右
の
諸
例
に
留
ま
ら
な
い
。
若
レ
客
所
レ
謂
末
学
膚
受
、
貴○
レ
耳○
而
賤○
レ
目○
者
也
〈
李
善
注
｢
桓
子
新
論
曰
、
世
咸
尊
レ
古
卑
レ
今
、
貴
レ
所
レ
聞
賤
レ
所
レ
見｣
〉
…
…
宜ウベ
ナ
ル
カ
ナ
其
陋○
レ
今○
而
栄○
レ
古○
矣
〈
薛
綜
注
｢
言
、
人
不
レ
能
下
以
二
礼
節
一
度
中
其
事
情
上
者
、
固マコ
ト
ニ
宜
薄
二
陋
今
日
之
事
一、
而
以
二
此
所
レ
聞
古
事
一、
為
二
栄
貴
一
也｣
。
李
善
注
｢
夫
尊
レ
古
而
卑
レ
今
、
学
者
之
流
也｣
〉(『
文
選』
巻
三
、
張
平
子
｢
東
京
賦｣)
夫
貴○
レ
耳○
賤○
レ
目○
、
栄○
レ
古○
陋○
レ
今○
、
人△
之△
大△
情△
也
(『
白
氏
文
集』
巻
二
十
八
・

、｢
与
二
元
九
一
書｣)
設タト
ヒ
雖
レ
有
下
伝
二
此
道
一
者
上、
以
二
貴○
レ
耳○
賤○
一レ
目○
、
偏
為
二
人△
之△
大△
情△
一
(『
能
因
集』
序)世
に
あ
る
人
、
聞
く
こ
と
を
賢
し
と
し
、
見
る
こ
と
を
卑
し
と
す
る
こ
と
わ
ざ
に
よ
り
て
、
近
き
世
の
歌
に
、
心
を
と
ど
め
む
こ
と
か
た
く
な
む
あ
る
べ
き
(『
後
拾
遺
集』
序)
｢
貴
レ
耳｣
伝
え
聞
く
昔
を
尊
び
、｢
賤
レ
目｣
目
に
見
え
る
今
を
卑
し
む
、
こ
れ
は
右
の
｢
東
京
賦｣
の
｢
陋
レ
今
而
栄
レ
古｣
と
同
じ
で
あ
り
、｢
貴
レ
遠
賤
レ
近｣
に
つ
な
が
る
｢
俗
人
之
常
情｣
で
あ
る
。｢
閉＊
聡｣
の
｢
閉＊｣
は
、
底
本
が
｢
開｣
に
作
る
の
を
、
田
沢
仲
舒
書
写
本
に
よ
っ
て
改
め
た
。
つ
づ
く
｢
掩
明｣
と
と
も
に
、
冕
而
前マヘ
ニ
ス
ル
ハ
レ
旒
、
所
二
以
○
一レ
明○
、

ト
ウ

ク
ワ
ウ
充アツ
ル
ハ
レ
耳
、
所
二
以
塞○
一レ
聡○
(『
文
選』
巻
四
十
五
、
東
方
曼
倩
｢
答
二
客
難
一｣)
を
踏
ま
え
る
で
あ
ろ
う
。｢
閉
レ
聡
掩
レ
明｣
は
、
よ
く
聞
こ
え
る
も
の
を
閉
ざ
し
よ
く
見
え
る
も
の
を
覆
う
の
意
。｢
賢
哲｣
は
、
賢
明
で
道
理
に
明
る
い
人
。
賢○
哲○
之
士
、
猶
以
為
二
美
談
一
(『
文
選』
巻
四
十
、
阮
嗣
宗
｢
為
二

沖
一
勧
二
北
山
円
正
一
八
晉
王
一
牋｣)
此
賢○
哲○
之
高
規
、
非
二
庸
人
之
克
念
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
二
、
三
善
清
行
｢
意
見
十
二
箇
条｣
ノ
｢
請
レ
禁
二
奢
侈
一
事｣)
｢
雅
操｣
は
、
風
雅
な
お
も
む
き
、
雅
趣
あ
る
気
風
。
瓊
筵
振
二
雅○
操○
一、
金
閣
啓
二
良
遊
一
(『
懐
風
藻』
、
藤
原
総
前
｢
七
夕｣)
雅○
操○
飛
レ
文
、
似
二
両
龍
之
分
一レ
燭
、
興
寄

ノ
ベ
レ
藻
、
ア
ヤ
ヲ
疑
二
双
曦
之
斉
一レ
暉
(『
経
国
集』
序)
後
続
の
文
脈
か
ら
す
る
と
、
序
の
冒
頭
四
句
に
見
ら
れ
る
｢
遠｣
と
｢
近｣
は
、
中
国
の
詩
と
日
本
の
詩
、｢
聡｣
と
｢
明｣
は
、
日
本
の
詩
が
よ
く
耳
に
入
っ
て
く
る
と
よ
く
目
に
入
っ
て
く
る
と
を
言
う
。
前
二
句
は
、
俗
人
が
中
国
の
詩
を
あ
り
が
た
が
っ
て
日
本
の
詩
を
軽
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
、
後
二
句
は
、
風
趣
を
身
に
付
け
た
賢さか
し
き
人
な
ら
、
近
く
に
あ
っ
て
よ
く
耳
目
に
入
っ
て
来
る
日
本
の
詩
に
覆
い
を
掛
け
た
り
は
し
な
い
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
四
句
は
、
日
本
の
漢
詩
が
中
国
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
軽
い
扱
い
を
受
け
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
｢
望
二
青
山
一
而
対
二
白
浪
一｣
は
、
山
と
浪
と
い
う
相
異
な
る
景
物
を
、
愛
で
楽
し
む
こ
と
を
言
う
。
両
者
が
と
も
に
現
れ
る
例
に
は
、
礙
レ
日
暮
山○
青○
簇
簇
、
浸
レ
天
秋
水○
白○
茫
茫
(『
白
氏
文
集』
巻
十
六
・
、
｢
登
二
西
楼
一、
憶
二
行
簡
一｣
。『
千
載
佳
句』
上
・
眺
望
。『
和
漢
朗
詠
集』
巻
下
・
山
水)
帰
歟
浪○
白○
也マタ
山○
青○
、
恨
不
三
追
二
尋
界
上
亭
一
(
『
菅
家
文
草』
巻
二
、｢
夏
夜
於
二
鴻
臚
館
一、
餞
二
北
客
帰
一レ
郷｣)
が
あ
る
。
つ
づ
く
｢
何
異
二
風
流
一｣
は
、
そ
の
性
質
が
異
な
る
山
と
浪
で
は
あ
っ
て
も
、
見
る
者
に
｢
風
流｣
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
で
は
違
い
は
な
い
と
い
う
。
雖
二
是
除
書
同
日
到
一、
甘
棠
樹
下
少
二
風○
流○
一
(『
田
氏
家
集』
巻
之
中
、｢
拝
二
美
濃
一
之
後
、
蒙
二
菅
侍
郎
見
一レ
視
下
喜
三
遙
兼
二
賀
州
一
詩
草
上、
依
二
本
韻
一
継
和
之｣)
書
二
巴
字
一
而
知
二
地
勢
一、
思
二
魏
文
一
以

二
風○
流○
一
(『
菅
家
文
草』
巻
五
、｢
三
月
三
日
、
同
賦
二
花
時
天
似
一レ
酔
、応
レ
製｣
詩
序)
｢
聞
二
糸
竹
一
以
賞
二
煙
霞
一｣
は
、
楽
器
の
音
色
と
靄
や
霞
(
ま
た
は
山
水
の
景
色)
を
愛
で
賞
す
る
こ
と
を
い
う
。
両
者
が
と
も
に
現
れ
る
例
に
は
、
俗
客
忘
レ
帰
、
染
レ
心
者
煙○
霞○
之
色△
、
伶
人
自
会
、
満
レ
耳
者
管○
絃○
之
声△
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
、
源
順
｢
暮
春
於
二
浄
闍
梨
洞
房
一、
同
賦
二
花
光
水
上
浮
一｣
詩
序)
が
あ
る
。｢
糸
竹｣
は
、
管
楽
器
と
弦
楽
器
。
食
挙
雍
徹
、
太
師
奏
レ
楽
、
陳
二
金
石
一、
布
二
糸○
竹○
一
(『
文
選』
巻
一
、
班
孟
堅
｢
東
都
賦｣
。
李
善
注
｢
周
礼
曰
…
又
曰
、
播
レ
之
以
二
八
音
一。
金
石
土
革
糸
木
匏
竹
。

玄
曰
…
糸ハ
琴
瑟
也
…
竹ハ
管
簫
也｣)
身
奢
二
錦
綺
一、
性
敏
二
糸○
竹○
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
一
、
小
野
篁
｢
早
春
侍
二
宴
清
涼
殿
一、

二
鶯
花
一、
応
レ
製｣
詩
序)
は
、
そ
の
例
。｢
煙
霞｣
の
意
は
、
先
に
示
し
た
と
お
り
。
登
レ
山
臨
レ
水
分
無
レ
期
、
泉
石
煙○
霞○
今
属
レ
誰
(
『
白
氏
文
集』
巻
六
十
八
・

、｢
病
中
詩
十
五
音｣
ノ
｢
送
二
嵩
客
一｣)
擅
二
風
情
於
煙○
霞○
一、
蔵
二
山
智
於
丘
壑
一
(
『
本
朝
文
粋』
巻
七
、
三
善
清
行
｢
奉
二
菅
右
相
府
一
書｣)
は
、
そ
の
例
。
つ
づ
く
｢
既
同
二
声
色
一｣
は
、｢
糸
竹｣
の
｢
声｣
と
｢
煙
霞｣
の
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
注
釈
一
九
｢
色｣
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
風
情
風
趣
に
お
い
て
、
と
も
に
同
じ
も
の
で
あ
る
の
意
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。｢
声｣
と
｢
色｣
と
は
相
容
れ
な
い
特
質
を
互
い
に
有
し
て
お
り
、｢
同
二
声
色
一｣
と
は
言
い
が
た
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
対
を
な
す
｢
風
流｣
に
似
か
よ
っ
た
意
を
認
め
て
お
き
た
い
。
た
だ
、｢
声
色｣
に
風
情
な
ど
の
意
を
託
し
た
例
は
未
見
で
あ
り
、
通
常
は
、
説
二
游
観
之
至
娯
一、
演
二
声○
色○
之
妖
靡
一
(『
文
選』
巻
三
十
四
、
曹
子
建
｢
七
啓
八
首｣
。
李
善
注
｢
尚
書
、
仲

曰
、
惟
王
、
不
レ
邇
二
声
色
一｣)
冒
二
其
貨
賄
一、
淫
二
其
声○
色○
一
(
同
巻
五
十
三
、
李
蕭
遠
｢
運
命
論｣)
声○
色○
狗
馬
外
、
其
余
一
無
レ
知
(『
白
氏
文
集』
巻
一
・
、｢
悲
哉
行｣)
玄
宗
在
位
歳
久
、

二
于

食
宵
衣
一、
政
無
二
小
大
一、
始
委
二
于
右
丞
相
一、
深
居
遊
宴
、
以
二
声○
色○
一
自
娯
(
同
巻
十
二
、
陳
鴻
｢
長
恨
歌
伝｣)
の
よ
う
に
、
音
楽
と
女
色
の
意
。
し
た
が
っ
て
序
に
お
け
る
用
法
は
、
一
般
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。｢
望
二
青
山
一
而
対
二
白
浪
一｣
以
下
の
四
句
は
、
相
異
な
る
情
景
や
事
物
そ
れ
ぞ
れ
を
賞

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
所
見
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
つ
一
つ
か
ら
情
趣
を
受
け
取
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
区
別
は
な
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
、
何
を
訴
え
よ
う
と
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
こ
の
ま
え
の
四
句
の
場
合
と
同
じ
く
、
中
国
の
詩
と
自
国
の
詩
と
を
対
比
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
中
の
詩
か
ら
は
、
と
も
に
興
趣
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
分
け
隔
て
は
な
く
、
対
等
の
立
場
に
あ
る
と
い
う
価
値
観
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
詩
に
お
け
る
巧
拙
や
完
成
度
な
ど
に
つ
い
て
、
両
者
に
優
劣
は
な
い
と
語
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
し
く
風
情
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
序
の
冒
頭
に
位
置
す
る
二
組
の
対
句
は
、
詩
を
読
む
人
々
に
、
自
国
の
詩
に
つ
い
て
の
見
方
に
反
省
を
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
の
詩
に
比
べ
れ
ば
、
自
国
の
詩
に
与
え
て
い
る
評
価
や
遇
し
方
な
ど
は
、
妥
当
で
は
な
い
と
の
状
況
認
識
を
序
者
は
抱
懐
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
我
が
国
が
み
ず
か
ら
の
詩
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
の
か
が
示
さ
れ
る
。｢
我
朝｣
は
、
わ
が
国
、
本
朝
。
あ
と
の
｢
漢
家｣
に
対
し
て
自
国
を
呼
ん
だ
語
。
唯
我○
朝○
制
レ
令
之
意
、
大
乖
二
大△
唐△
令
条
一
(『
菅
家
文
草』
巻
七
、｢
定
三
太
政
大
臣
職
掌
有
無
并
史
伝
之
中
相
二
当
何
職
一
議｣)
遠
稽
二
唐△
家△
一、
近
訪
二
我○
朝○
一
(『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記』)
｢
漢
家｣
は
、
中
国
。
移
二
彼
漢○
家○
之
字
一、
為
二
我
日△
域△
之
俗
一
(
『
本
朝
文
粋』
巻
十
一
、
紀
淑
望
｢
古
今
和
歌
序｣)
歴
訪
二
漢○
家○
之
典
一、
略
考
二
皇△
朝△
之
記
一
(
同
巻
二
、
菅
原
文
時
｢
封
事
三
箇
条｣
ノ
｢
請
レ
停
レ
売
レ
官
事｣)
｢
謡
詠｣
は
、
節
を
付
け
て
詩
歌
を
う
た
う
こ
と
。
故
当
時
謡○
詠○
有
レ
云
、
生
レ
女
勿
二
悲
酸
一、
生
レ
児
勿
二
喜
歓
一
(『
白
氏
文
集』
巻
十
二
、
陳
鴻
｢
長
恨
歌
伝｣)
若
無
二
詞
章
一、
不
レ
成
二
謡○
詠○
一
(
同
巻
五
十
七
・
、｢
歓
レ
酒
十
四
首｣
序)
我
今
対
二
鱗
羽
一、
取
レ
楽
成
二
謡○
詠○
一
(
同
巻
六
十
九
・
、｢
春
日
閑
居
三
首｣
ノ
二)
｢
遙
尋
二
漢
家
之
謡
詠
一｣
と
は
、
中
国
の
詩
歌
朗
誦
に
熱
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
｢
日
域｣
は
、
日
本
。
元
来
は
、
東
方
の
日
が
昇
っ
て
く
る
地
域
の
意
。
北
山
円
正
二
〇
西
厭フサ
ギ二
月

一、
東
震
二
日○
域○
一
(『
文
選』
巻
九
、
楊
子
雲
｢
長
楊
賦｣
。
李
善
注
｢
日
域ハ
日
出
之
域
也｣)
北
客
算
二
彼
星
躔
一、
朝
二
此
日○
域○
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
九
、
大
江
朝
綱
｢
夏
夜
於
二
鴻
臚
館
一
餞
二
北
客
一｣
詩
序)
｢
漢
家｣
と
対
を
な
し
て
現
れ
る
例
に
は
、
さ
き
の
｢
古
今
和
歌
序｣
が
あ
る
。
｢
文
章｣
は
、
詩
文
。
大
漢
之
文○
章○
、
炳
焉
与
二
三
代
一
同
レ
風
(『
文
選』
巻
一
、
班
孟
堅
｢
両
都
賦｣
序)自
レ
厥
以
来
、
文○
章○
間
出
(『
文
華
秀
麗
集』
序)
｢
不
レ
事
二
日
域
之
文
章
一｣
と
は
、
中
国
の
詩
歌
朗
誦
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
詩
文
誦
詠
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
現
況
を
言
う
。
誦
詠
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
詩
文
を
尊
重
し
て
自
国
の
そ
れ
に
対
し
て
は
冷
淡
で
あ
る
の
が
、
一
般
の
風
潮
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
天
慶
年
間
に
お
け
る
、
人
々
の
詩
文
に
つ
い
て
の
好
尚
が
窺
え
る
。
｢
草
稾｣
は
、
草
稿
に
同
じ
。
詩
文
の
原
稿
下
書
き
。
こ
こ
で
は
詩
文
を
認
め
た
書
類
を
言
う
だ
ろ
う
。
抄
出
之
用
、
稾○
草○
為
レ
本
(『
菅
家
文
草』
巻
七
、｢
書
斎
記｣)
臣
蒙
二
或
人
之
勧
一、
捜
二
覓
元
慶
以
往
藁○
草○
一(『
菅
家
後
集』
、｢
献
二
家
集
一
状｣)
｢
滋
生｣
は
、
さ
か
ん
に
生
え
る
、
繁
茂
す
る
の
意
。
老
慵
難
二
発
遣
一、
春
病
易
二
滋○
生○
一(『
白
氏
文
集』
巻
五
十
八
・
、｢
自
問｣)
春
和
施
二
滋○
生○
一、
秋
令
降
二
粛
殺
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
三
、
藤
原
惟
貞
｢
詳
二
春
秋
一｣
策
問)
｢
草
稾｣
が
｢
滋
生｣
す
る
と
は
、
詩
文
が
大
量
に
作
ら
れ
て
そ
れ
が
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。｢
塵
埃｣
は
、
ち
り
や
ほ
こ
り
。
剣
匣
塵○
埃○
満
、
籠
禽
日
月
長
(『
白
氏
文
集』
巻
十
七
・
、｢
九
日
酔
吟｣)
如
二
膏
燈
之
隔
一レ
紗
、
似
二
塵○
埃○
之
点
一レ
鏡
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
二
、
三
善
清
行
｢
詰
眼
文｣)
｢
空
積｣
は
、
詩
文
を
書
い
た
紙
に
ほ
こ
り
が
積
も
っ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
人
の
手
に
触
れ
ず
、
捨
て
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
皇
平
日
讃
揚
之
窓
、
経
巻
之
塵○
漸
積○
、
今
上
毎
春
臨
幸
之
地
、
輦
路
之
草△
初
滋△
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
四
、
菅
原
輔
正
｢
円
融
院
四
十
九
日
御
願
文｣)
詠
じ
て
書
き
記
し
た
詩
文
は
、
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
空
し
く
塵
の
積
も
る
に
任
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
詩
文
は
、
読
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
、
う
ち
捨
て
ら
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
｢
重
心｣
は
、
心
に
深
く
、
心
の
底
か
ら
。
こ
の
意
で
の
例
は
未
見
。｢
咨
｣
は
、
な
げ
く
、
嘆
息
す
る
。
求
レ
仁
自
得
レ
仁
、
豈
復
○
咨○
嗟△
(『
文
選』
巻
二
十
三
、
阮
嗣
宗
｢
詠
懐
詩
十
七
首｣
ノ
六)
親
属
惜
二
我
老
一、
相
顧
興
二
○
咨○
一
(『
白
氏
文
集』
巻
六
十
三
・
、｢
覧
レ
鏡
喜
レ
老｣)
自
国
の
詩
の
置
か
れ
た
現
況
を
、
中
国
の
詩
へ
の
尊
崇
憧
憬
が
一
般
で
あ
っ
た
当
時
の
傾
向
と
対
比
し
つ
つ
、
深
く
慨
嘆
し
て
い
る
。
序
で
は
、｢
謡
詠｣
に
関
す
る
日
本
人
作
の
漢
詩
軽
視
を
こ
と
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
対
句
に
、
詩
の
｢
草
稾｣
が
数
多
く
生
ま
れ
な
が
ら
そ
こ
に
｢
塵
埃｣
が
空
し
く
積
も
っ
て
い
る
と
も
あ
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
注
釈
二
一
る
の
で
、
自
国
の
詩
を
繙
く
こ
と
自
体
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
詩
を
盛
ん
に
詠
み
、
そ
れ
を
書
き
残
し
て
は
い
た
よ
う
だ
が
、
披
見
賞

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
味
読
朗
誦
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
白
詩
を
中
心
と
し
た
中
国
の
詩
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
(
現
代
語
訳)
さ
て
、
遠
く
に
あ
る
も
の
を
重
ん
じ
て
近
く
に
あ
る
も
の
を
軽
ん
じ
る
の
は
、
俗
人
の
常
に
抱
く
感
情
で
あ
り
、
よ
く
聞
こ
え
る
も
の
を
閉
ざ
し
よ
く
見
え
る
も
の
を
覆
う
の
は
、
賢
者
の
雅
や
か
な
振
る
舞
い
で
は
な
い
。
青
々
と
し
た
山
を
眺
め
白
い
波
濤
と
向
き
あ
う
、
風
趣
を
味
わ
う
と
い
う
点
で
は
相
違
が
あ
ろ
う
か
、
楽
器
の
音
色
を
聞
き
山
水
の
景
色
を
賞
す
る
、
雅
趣
を
も
た
ら
す
こ
と
に
お
い
て
は
等
し
い
。
わ
が
国
で
は
、
遠
く
中
国
詩
文
の
誦
詠
を
尋
ね
求
め
、
日
本
の
詩
文
に
つ
い
て
は
そ
れ
は
な
い
。
詩
文
の
草
稿
は
か
な
り
生
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
は
塵
埃
が
む
な
し
く
積
も
っ
て
ゆ
く
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
心
底
嘆
か
わ
し
く
思
わ
れ
る
次
第
で
あ
る
。

昔
者
む
か
し
弘こう
仁にん
天てん
長ちや
う
の
世よ
、
凌りよ
う
雲うん
集しふ
、
文ぶん
花くわ
秀しう
麗れい
集しふ
有あ
り
。
其そ
の
後のち
百ひや
く
余よ
年ねん
の
間
、
あ
ひ
だ
絶た
え
て
続つづ
か
ず
。
天てん
慶ぎや
う
の

ち
よ
宮
、
き
ゆ
う
徳とく
は
監かん
撫ぶ
に
高たか
く
、
学がく
は
誦しよ
う
詠えい
に
長た
け
た
り
。
在ざい
藩はん
の
時とき
従よ
り
、
狎かふ
近きん
の
輩やか
ら
を
し
て
、
風ふう
人じん
墨ぼく
客かく
の
律りつ
詩し
を
採さい

せ
き
せ
し
む
。
承じよ
う
和わ
に
起お
こ
り
て
、
延えん
喜ぎ
に

お
よ
ぶ
ま
で
、
十じふ
人にん
選せん
に
入い
り
て
、
廿にじ
ふ
巻くわ
ん
功こう
を
成な
し
、
心ここ
ろ
を
異い
才さい
に
留とど
め
て
、
部ぶ
を
同どう
類るい
に
分わ
か
つ
。
方まさ
に
日につ
観くわ
ん
集しふ
と
為な
し
、
並とも
に
扶ふ
桑さう
の
名な
を
取と
る
な
り
。
漢
詩
文
集
編
纂
の
事
業
が
断
絶
し
た
百
余
年
間
を
経
て
、
天
慶
の
東
宮
成
明
親
王
が

集
を
命
じ
た
こ
と
、
そ
の
詩
集
の
選
詩
範
囲
、
詩
を
採
ら
れ
た
人
数
、
巻
数
、
分
類
、
命
名
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。｢
昔
者｣
は
、
む
か
し
、
以
前
。｢
者｣
は
助
辞
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄』
の
訓
に
、｢
ム
カ
シ｣
(
佛
中)
が
あ
る
。
釈
大
典
『
文
語
解』
に
、
昔
ム
カ
シ
キ
ナ
フ
昔
在
・
在
昔
ト
用
ユ
…
…
又
昔
者
ト
用
ユ
。
又
昔
者シ
吾
友
嘗テ
従
二
事シ
キ
於
一レ
斯
矣
〈
論
語
〉
コ
レ
ナ
リ
(
巻
之
五)
者
モ
ノ
コ
ト
ト
コ
ロ
ハ
語ノ
助ノ
辞
・
別ツ
レ
事ヲ
辞
、
又
即
レ
物ニ
之
辞
ト
注
ス
…
…
又
時
節
ヲ
イ
フ
辞
ニ
コ
ノ
字
ヲ
用
ル
コ
ト
多
シ
。
昔
者
ム
カ
シ
竊ニ
聞
レ
之ヲ
〈
孟
子
〉(
同)
と
あ
る
。
昔○
者○
夏
后
氏
、
朝
二
群
臣
於
茲
土
一、
而
執
二
玉
帛
一
者
以
萬
国
(『
文
選』
巻
五
、
左
太
沖
｢
呉
都
賦｣)
は
、
そ
の
一
例
。｢
弘
仁｣
は
、
年
号
(
八
一
〇－
八
二
四)
、
嵯
峨
天
皇
の
治
世
。
勅

漢
詩
集
の
『
凌
雲
集』
が
弘
仁
五
年
に
、『
文
華
秀
麗
集』
が
弘
仁
九
年
に
成
立
し
て
い
る
。｢
天
長｣
も
年
号
(
八
二
四－
八
三
四)
、
淳
和
天
皇
の
治
世
。『
経
国
集』
が
天
長
四
年
に
成
立
し
て
い
る
。
三
つ
の
勅

漢
詩
文
集
が
成
立
し
た
｢
弘
仁
天
長｣
年
間
は
、
平
安
時
代
の
漢
文
学
史
に
お
け
る
隆
昌
の
時
期
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、｢
百
余
年｣
後
の
天
慶
年
間
に
な
っ
て
も
、
盛
事
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。｢
凌
雲
集｣
は
、
一
巻
、
小
野
岑
守
ら
の

、
作
者
二
十
三
名
、
詩
数
九
十
首
、
官
位
順
個
人
別
に
配
列
し
て
い
る
。｢
文
花
秀
麗
集｣
の
｢
花｣
は
、
現
存
す
る
詩
集
諸
本
に
よ
れ
ば
｢
華｣
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
三
巻
、
仲
雄
王
ら
の

、
作
者
二
十
八
名
、
詩
数
一
四
三
首
、
部
門
ご
と
に
類
聚
し
て
配
列
し
て
い
北
山
円
正
二
二
る
。｢
弘
仁
天
長
之
世｣
に
は
、『
経
国
集』
も

上
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
序
に
は
記
し
て
い
な
い
。
上
に
は
、｢
弘
仁｣
に
対
応
し
て
｢
文
花
秀
麗
集
、
凌
雲
集｣
を
挙
げ
て
い
る
が
、｢
天
長
之
世｣
に
対
応
す
べ
き
、
天
長
四
年
成
立
の
『
経
国
集』
を
挙
げ
て
い
な
い
の
で
、
欠
落
し
た
と
推
測
す
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
｢
其
後
百
余
年
間｣
は
、｢
凌
雲
集
、
文
花
秀
麗
集
、(
経
国
集)｣
成
立
後
百
年
余
り
の
間
。｢
絶
而
不
レ
続｣
は
、
三
勅

漢
詩
文
集
が

せ
ら
れ
て
か
ら
は
、
編
纂
事
業
が
杜
絶
し
て
続
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
言
う
。｢
続＊｣
は
、
底
本
に
は
｢
読｣
と
あ
る
が
、
塙
校
正
本
・
田
沢
仲
舒
書
写
本
の
本
文
と
林
崎
文
庫
本
の
書
き
入
れ
｢
続
歟｣
に
よ
っ
て
改
め
た
。
況
復
真
行
草
書
勢
、
絶○
而○
不○
レ
継△
痛
哉
乎
(『
菅
家
後
集』
、｢
傷
二
野
大
夫
一｣)
は
、
類
似
の
例
。｢
天
慶｣
は
、
年
号
(
九
三
八－
九
四
七)
、
朱
雀
天
皇
の
治
世
。
｢

宮｣
は
、
皇
太
子
、
東
宮
。
成
明
親
王
、
の
ち
の
村
上
天
皇
。
乃
漸スス
ミ二
上
京
一、
乃
儀ノリ
タ
リ
二
○
宮○
一
(『
文
選』
巻
二
十
四
、
潘
正
叔
｢
贈
三
陸
機
出
為
二
呉
王
郎
中
令
一｣)
山
閣


客
、
○
宮○
羽
翼
師
(『
白
香
山
詩
集』
補
遺
巻
下
・
、｢
喜
レ
晴
聯
句｣)
｢
監
撫｣
は
、
監
国
撫
軍
。
監
国
は
、
天
子
が
征
行
な
ど
で
都
に
い
な
い
と
き
に
代
わ
っ
て
国
政
に
当
た
る
こ
と
、
撫
軍
は
、
天
子
の
征
行
に
従
軍
す
る
こ
と
で
、
皇
太
子
の
公
的
な
職
務
。｢
徳
高
二
監
撫
一｣
は
、
東
宮
の
徳
が
任
務
に
お
い
て
高
く
顕
れ
た
こ
と
を
言
う
。
余
監○
撫○
余
閑
、
居
レ
多
二
暇
日
一
(『
文
選』
序
。
五
臣
注
｢
監ハ
監
国
、
撫ハ
撫
軍
也｣)
羞ハヅ
ラ
ク
ハ
無
二
監○
撫○
術
一、
安
能
臨
二
四
海
一
(『
懐
風
藻』
、
大
友
皇
子
｢
述
レ
懐｣)
｢
誦
詠＊｣
は
、
詩
歌
を
声
に
出
し
て
歌
う
こ
と
。
底
本
が
｢
該｣
に
作
る
の
を
意
に
よ
っ
て
改
め
た
。｢
読｣
と
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。｢
学
長
二
誦
詠
一｣
は
、
東
宮
の
学
問
が
誦
詠
に
長
け
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
た
だ
、｢
誦
詠｣
が
学
問
と
ど
う
か
関
わ
っ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
こ
こ
は
た
ん
に
東
宮
が
誦
詠
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
言
お
う
と
す
る
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
｢
学
び
て
誦
詠
に
長
け
た
り｣
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
蔚
矣
其
文
、
誦○
読○
反
覆
(『
文
選』
巻
四
十
、
楊
徳
祖
｢
答
二
臨

侯
一
牋｣)
南
北
暗
知
、
指
二
族
氏
一
而
誦○
詠○
(『
本
朝
文
粋』
巻
三
、
藤
原
広
業
｢
松
竹｣
対
策
文)
誦○
読○
之
間
、
既
其
如
レ
此
(
同
巻
八
、
源
順
｢
七
月
三
日
、
陪
二
第
七
親
王
読
書
閣
一、
同
賦
二
弓
勢
月
初
三
一、
応
レ
教｣
詩
序)
｢
従
二
在
藩＊
之
時
一｣
は
、
親
王
で
あ
っ
た
時
か
ら
。
こ
こ
で
は
皇
太
子
と
な
る
前
の
親
王
時
代
か
ら
の
意
。｢
藩＊｣
は
、
底
本
に
は
欠
損
が
あ
る
が
、
そ
の
残
画
お
よ
び
諸
本
の
示
す
よ
う
に
｢
藩＊｣
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
語
は
、
親
王
の
唐
名
で
あ
る
｢
藩○
王
・
藩○
邸｣
(『
拾
介
抄』
中
・
官
位
唐
名
部
・
唐
名
大
略)
の
こ
と
で
あ
り
、
｢
在
藩｣
は
、
親
王
の
地
位
に
あ
る
の
意
。
在○
藩○
諸
王
、
不
レ
改
二
盤
石
之
固
一、
空
桑
賢
輔
、
久
保
二
金
鉉
之
名
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
三
、
大
江
維
時
｢
朱
雀
院
被
レ
修
二
御
八
講
一
願
文｣)
｢
狎
近｣
は
、
な
れ
親
し
む
、
な
れ
近
づ
く
。｢
狎
近
之
輩｣
は
、
親
王
に
近
侍
す
る
者
、
親
王
の
側
近
。｢
輩｣
は
、
維
時
だ
け
な
の
か
ほ
か
の
者
も
含
む
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
い
ち
お
う
維
時
の
み
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
注
釈
二
三
沙

与
二

鸞
一
狎○
近○
、
紅
葉
与
二

綺
一
紛
糅
(『
江
吏
部
集』
巻
中
、｢
暮
秋
泛
二
大
井
河
一、
各
言
レ
所
レ
懐
和
歌
序｣)
｢
採
｣
は
、
取
り
拾
う
、
編
集
す
る
の
意
。
採○
二
○
群
言
一、
以
立
二
訓
伝
一
(『
文
選』
巻
四
十
五
、
孔
安
国
｢
尚
書
序｣)
略
二
作
者
之
数
一、
編
二
採○
○
之
中
一
(『
文
華
秀
麗
集』
序)
｢
風
人｣
は
、
詩
人
。
中
国
で
は
、『
毛
詩』
国
風
の
詩
人
の
こ
と
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
で
は
詩
人
ま
た
は
風
雅
の
人
の
意
。
風○
人○
之
作
、
豈
虚
也
哉
(『
文
選』
巻
四
十
二
、
応
休
｢
与
二
侍
郎
曹
長
思
一
書｣)
因
引
二
風○
人○
騒
人
之
興
一、
賦
二
有
木
八
章
一
(『
白
氏
文
集』
巻
二
・
、｢
有
木
詩
八
首｣
序)
風○
人○
墨△
客△
、
皆
帝
念
之
特
徴
、
霓
裳
羽
衣
、
非
二
恩
命
一
不
レ
得
レ
進
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
一
、
紀
長
谷
雄
｢
早
春
内
宴
、
侍
二
清
涼
殿
一、
同
賦
二
草
樹
暗
迎
一レ
春
、
応
レ
製｣
詩
序)
｢
墨
客｣
は
、
文
筆
や
書
画
に
親
し
む
人
。
こ
こ
で
は
詩
人
の
意
。
墨○
客○
降
レ
席
、
再
拝
稽
首
(『
文
選』
巻
九
、
楊
子
雲
｢
長
楊
賦｣)
灌
二
漑
梁
園
一
為
二
墨○
客○
一、
婆
二
娑
孔
肆
一
是
査
郎
(
『
菅
家
文
草』
巻
二
、｢
重
依
二
行
字
一、
和
二
裴
大
使
被
レ

之
什
一｣)
｢
律
詩｣
は
、
近
体
詩
の
一
形
態
で
、
五
言
ま
た
は
七
言
の
八
句
か
ら
な
る
詩
。
邇
来
復
有
二
格
詩
律○
詩○
碑
誌
序
記
表
賛
一、
以
レ
類
相
附
、
合
為
二
巻
軸
一
(『
白
氏
文
集』
巻
五
十
一
・
、｢
後
序｣)
『
日
観
集』
は
、
成
明
親
王
が
東
宮
に
な
る
前
の
親
王
の
時
代
か
ら
、
側
近
の
者
に
編
纂
を
命
じ
て
い
た
。
維
時
が
い
つ
か
ら
親
王
に
近
侍
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
宮
学
士
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
初
の
編
纂
に
維
時
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
維
時
が
早
く
か
ら
親
王
を
教
育
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
辺
り
の
事
情
は
明
確
に
は
で
き
な
い
。『
日
観
集』
の

述
に
つ
い
て
は
、
金
子
彦
二
郎
・
後
藤
昭
雄
両
氏
前
掲
書
参
照
。
こ
の
詩
集
は
、｢
律
詩｣
の
み
を
採
拾
す
る
と
い
う
特
色
を
持
つ
。
お
そ
ら
く
他
の
詩
型
よ
り
も
｢
律
詩｣
を
好
む
風
潮
が
あ
り
、
採
詩
方
針
を
決
定
す
る
際
に
時
流
を
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
｢
承
和｣
は
、
年
号
(
八
三
四－
八
四
八)
、
仁
明
天
皇
の
治
世
。｢
＊｣
は
、
お
よ
ぶ
、
あ
る
範
囲
に
ま
で
到
り
つ
く
。｢
＊｣
は
、
底
本
に
は
｢
泊｣
と
あ
る
の
を
、
塙
校
正
本
・
田
沢
仲
舒
書
写
本
に
よ
っ
て
改
め
た
。
恵
風
広
被
、
沢
○
二
幽
荒
一
(『
文
選』
巻
三
、
張
平
子
｢
東
京
賦｣
。
薛
綜
注
｢
ハ
及
也｣)
○
二
于
黄
落
開
レ
候
、
辰
角
麗
レ
天
以
垂
レ
文
、
清
風
戒
レ
寒
、
雨
畢
随
レ
政
而
設
一レ
教
(『
菅
家
文
草』
巻
一
、｢
九
日
侍
レ
宴
、
同
賦
レ
喜
レ
晴
、
応
レ
製｣
詩
序)
｢
延
喜｣
は
、
年
号
(
九
〇
一－
九
二
三)
、
醍
醐
天
皇
の
治
世
。
以
上
二
句
は
、
採
詩
範
囲
は
承
和
か
ら
延
喜
ま
で
と
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。｢
十＊
人｣
は
、
底
本
に
は
｢
一
十
人｣
と
あ
る
が
、
対
を
な
す
｢
廿
巻｣
を
考
慮
し
て
改
め
た
。
な
お
田
沢
仲
舒
書
写
本
は
、｢
一
十｣
と
｢
二
十｣
に
作
っ
て
対
を
な
し
て
お
り
、
本
文
と
し
て
は
こ
れ
で
も
よ
い
。
た
だ
、
序
の
本
文
は
四
字
句
で
構
成
さ
れ
て
い
る
個
所
が
多
い
の
で
、｢
十
人
…
廿
巻｣
と
あ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。｢
入
レ
選｣
は
、

集
の
対
象
に
な
る
こ
と
。
十
人
が
｢
入
選｣
し
た
。｢
成
レ
功｣
は
、
事
業
を
成
し
遂
げ
る
。
北
山
円
正
二
四
未
レ
及
レ
成○
レ
功○
、
歳
月
遷
往
(『
本
朝
文
粋』
巻
八
、｢
貞
観
格
序｣)
未
レ
従
レ
事
以
成○
レ
功○
、
寧
責
レ
躬
而
求
レ
備
(『
菅
家
文
草』
巻
八
、｢
清
風
戒
レ
寒
賦｣)
｢
心｣
を
｢
留｣
む
は
、
注
目
す
る
、
着
目
す
る
。
自
レ
非
レ
可
下
以
弘
二
奨
風
流
一、
増
中
益
標
勝
上、
未
二
嘗
留○
一レ
心○
(『
文
選』
巻
四
十
六
、
任
彦
昇
｢
王
文
憲
集
序｣)
悠
然
両
事
外
、
無
二
処
更
留○
一レ
心○
(『
白
氏
文
集』
巻
五
十
五
・
、｢
閑
詠｣)
鶴
綾
鳳
錦
、
故
園
之
浮
埃
、
誰
敢
留○
レ
心○
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
四
、
大
江
朝
綱
｢
村
上
天
皇
母
后

九
日
御
願
文｣)
｢
異
才｣
は
、
こ
と
に
優
れ
た
才
能
。
こ
こ
で
は
詩
に
つ
い
て
言
う
。
近
日
路
粋
・
厳
象
、
亦
用
二
異○
才○
一、

拝
二
台
郎
一
(『
文
選』
巻
三
十
七
、
孔
文
挙
｢
薦
二

衡
一
表｣)

集
に
当
た
っ
て
は
、｢
異
才｣
の
作
に
意
を
注
い
だ
と
述
べ
て
い
る
。｢
十
人｣
は
、
｢
異
才｣
を
基
準
に
し
て
｢
入
選｣
し
た
の
で
あ
る
。｢
部｣
を
｢
分｣
か
つ
は
、
詩
を
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
て
い
る
こ
と
。｢
同
類｣
は
、
同
じ
種
類
。
詩
集
を
同
じ
内
容
ご
と
に
分
け
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
臣
聞
物
有
二
同○
レ
類○
而
殊
レ
能
者
一
(『
文
選』
巻
三
十
九
、
司
馬
長

｢
上
レ
書
諫
レ
猟｣)
同○
類○
今
斉
茂
、
孤
芳
忽
独
萎
(『
白
氏
文
集』
巻
十
六
・
、｢
薔
薇
花
一
叢
独
死
、
不
レ
知
二
其
故
一、
因
有
二
是
篇
一｣)
同
類
の
内
容
ご
と
に
詩
を
配
列
す
る
と
序
に
述
べ
る
例
に
は
、
又
以○
レ
類○
分○
、
類
分
之
中
、
各
以
二
時
代
一
相
次
(『
文
選』
序)
並
皆
以○
レ
類○
題○
叙○
、
取
二
其
易
一レ
閲
(『
文
華
秀
麗
集』
序)
人
以
レ
爵
分
、
文○
以○
レ
類○
聚○
(『
経
国
集』
序)
な
ど
が
あ
る
。
｢
日
観
集｣
の
｢
日
観｣
は
、
泰
山
の
東
南
峰
。
高
く
聳
え
て
い
て
、
日
の
出
を
最
も
早
く
見
ら
れ
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
漢
官
儀
及
泰
山
記
云
、
盤
道
屈
曲
而
上
、
凡
五
十
余
盤
…
…
東
南
巌
名
二
日○
観○
一。
日○
観○
者
、
鶏
一
鳴
時
、
見
二
日
始
欲
一レ
出
。
長
三
丈
所
(『
初
学
記』
巻
五
・
泰
山)
元
天
高
二
北
列
一、
日○
観○
臨
二
東
溟
一
(
『
文
選』
巻
二
十
二
、
顔
延
年
｢
車
駕
幸
二
京
口
一、
侍
二
遊
蒜
山
一
作｣)
引
二
星
垣
於
沓
障
一、
下
布
二
金
沙
一、
栖
二
日○
観○
於
長
崖
一、
傍
臨
二
石
鏡
一
(『
王
子
安
集』
巻
七
、｢
晩
秋
遊
二
武
担
山
寺
一
序｣)
さ
ら
に
、
い
ち
早
く
旭
光
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
東
方
に
位
置
す
る
日
本
の
異
称
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
呼
称
が
出
来
る
ま
で
の
経
緯
の
詳
細
や
、
成
立
の
時
期
は
不
明
。
平
安
時
代
で
の
他
の
使
用
例
は
未
見
。｢
日
観
集｣
は
、
日
本
の
詩
集
の
意
で
あ
り
、
対
中
国
を
強
く
意
識
し
た
呼
称
で
あ
る
。｢
扶
桑｣
は
も
と
は
、
東
方
の
海
上
日
の
出
る
あ
た
り
に
あ
る
と
い
う
神
木
の
名
。
山
海
経
曰
、
大
荒
之
中
湯
谷
、
上
有
二
扶○
桑○
木
一、
十
日
所
レ
浴
、
九
日
居
二
下
枝
一、
一
日
居
二
上
枝
一、
皆
戴
レ
烏
也
(『
初
学
記』
巻
一
・
日
、『
芸
文
類
聚』
巻
一
・
日)
淮
南
子
云
、
日
出
二
於
暘
谷
一、
浴
二
於
咸
池
一、
払
二
於
扶○
桑○
一、
是
謂
二
晨
明
一
(
同)
以
須マツ
下
消
二
啓
明
一
掃
二
朝
霞
一、
登
中
天
光
於
扶○
桑○
上
(
『
文
選』
巻
三
、
張
平
子
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
注
釈
二
五
｢
東
京
賦｣)
さ
ら
に
東
方
の
海
上
に
あ
る
国
日
本
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
行
李
礼
成
廻
二
節
信
一、
扶○
桑○
恩
極
出
二

壺
一
(『
田
氏
家
集』
巻
之
中
、｢
夏
夜
於
二
鴻
臚
館
一、
餞
二
北
客
帰
一レ
郷｣)
右
の
島
田
忠
臣
の
詩
は
、
日
本
人
に
よ
っ
て
日
本
そ
の
も
の
の
意
に
用
い
た
、
最
も
早
い
時
期
の
例
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
(
小
島
憲
之
監
修
『
田
氏
家
集
注
巻
之
中』)
。｢
並
取
二
扶
桑
名
一
也｣
は
、『
日
観
集』
が
日
本
人
の
作
品
を
収
め
た
詩
集
で
あ
る
こ
と
と
共
に
、
詩
集
が
日
本
の
別
称
で
あ
る
｢
日
観｣
の
名
前
を
有
す
る
の
意
。
自
国
へ
の
意
識
を
強
く
表
明
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
(
現
代
語
訳)
か
つ
て
弘
仁
天
長
の
世
に
、『
凌
雲
集』
『
文
花
秀
麗
集』
が
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
百
年
余
り
の
間
、
勅

漢
詩
集
の
編
纂
は
途
絶
え
て
し
ま
い
続
か
な
か
っ
た
。
天
慶
の
東
宮
成
明
親
王
は
、
そ
の
徳
を
職
務
に
お
い
て
高
く
示
さ
れ
、
学
問
は
朗
誦
に
長
じ
て
い
ら
れ
る
。
親
王
に
お
わ
す
時
か
ら
、
側
近
の
者
に
命
じ
て
、
詩
人
た
ち
の
律
詩
を
編
集
さ
せ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
承
和
年
間
か
ら
始
ま
っ
て
延
喜
年
間
に
到
る
ま
で
、
十
人
の
詩
人
を
選
抜
し
て
、
二
十
巻
に
ま
と
め
て
お
り
、
す
ぐ
れ
た
詩
才
に
意
を
注
ぎ
、
同
じ
内
容
ご
と
に
分
類
し
て
い
る
。
ま
さ
に
『
日
観
集』
と
呼
ぶ
日
本
の
詩
集
を
作
っ
た
の
で
あ
り
、
呼
称
内
容
と
も
に
日
本
の
名
を
冠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

其そ
の

て
き
用よう
す
る
所とこ
ろ
の
者もの
は
、
相しや
う
公こう
野をの
の
篁
、
た
か
む
ら
大たい
夫ふ
良これ
な
が
の
春はる
道みち
、
相しや
う
公こう
菅すが
は
ら
の
是これ
善よし
、
相しや
う
公こう
江おほ
え
の
音おと
人んど
、
相しや
う
公こう
橘たち
ば
な
の
広ひろ
相み
、
大たい
夫ふ
都みや
こ
の
良よし
香か
、
丞じよ
う
相しや
う
菅すが
は
ら
の
道みち
ざ
ね
、
相しや
う
公こう
善みよ
し
の
清きよ
行ゆき
、
納な
言ごん
紀き
の
長は
谷せ
雄を
、
大たい
夫ふ
江おほ
え
の
千ち
古ふる
。
亦また
時じ
代だい
の
先せん
後ご
を
弁わき
ま
ふ
の
み
に
し
て
、
官くわ
ん
爵しや
く
の
高かう
卑ひ
に
は
依よ
ら
ず
。
本
集
に
詩
を
採
ら
れ
た
十
人
の
名
前
を
挙
げ
、
詩
の
配
列
基
準
を
示
し
て
い
る
。
｢

用｣
は
、
選
び
出
し
て
用
い
る
。
詩
を
選
択
し
て
詩
集
編
纂
に
用
い
る
こ
と
。
｢

用｣
さ
れ
た
｢
十
人｣
を
以
下
に
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
語
は
本
来
は
人
を
選
抜
し
て
任
用
す
る
意
で
あ
り
、『
漢
語
大
詞
典』
の
引
く
、
下
レ
車
○
用○
義
勇
、
搏
二
撃
豪
彊
一
(『
後
漢
書』
巻
四
十
五
、
張

伝)
此
義
士
也
、
方
加
二
○
用○
一、
以
励
二
事
レ
君
者
一、
安
可
レ
殺
之
(『
旧
唐
書』
巻
五
十
四
、
竇
建
徳
伝)
や
、
日
本
の
例
、
公

有
レ
闕
、
随
則
○
用○
(
『
本
朝
文
粋』
巻
二
、｢
公

意
見
六
箇
条｣
ノ
｢
択
二
良
吏
一
事｣)
な
ど
と
は
、
意
味
用
法
が
異
な
る
。
序
の
ほ
う
が
異
例
で
あ
ろ
う
。｢
相
公｣
は
、
参
議
の
唐
名
。『
拾
介
抄』
(
中
・
官
位
唐
名
部
・
唐
名
大
略)
に
、｢
参
議
平
章
事
・
相○
公○
…｣
と
あ
る
。
菅
尚
書
子
寧
非
レ
我
、
野
相○
公○
孫
独
有
レ
君
(
『
菅
家
文
草』
巻
二
、｢
勧
二
野
営
一
住
二
学
曹
一｣)
爰
南
相○
公○
、
感

顧
告
云
(『
本
朝
文
粋』
巻
九
、
菅
原
是
善
｢
暮
春
南
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩｣
序)
｢
野
篁｣
は
、
小
野
篁
(
八
〇
二－
八
五
二)
。
以
下
十
人
の
官
位
・
姓
名
が
、
唐
北
山
円
正
二
六
風
に
記
さ
れ
る
。
篁
が
参
議
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
承
和
十
四
(
八
四
七)
年
。
そ
の
詩
は
『
経
国
集』
『
扶
桑
集』
『
和
漢
朗
詠
集』
な
ど
に
見
え
る
。『
本
朝
書
籍
目
録』
に
よ
れ
ば
、『
野
相
公
集』
五
巻
が
あ
っ
た
が
、
今
は
伝
わ
ら
な
い
。
以
下
の
入
集
詩
人
の
詩
を
一
覧
す
る
に
は
、
市
河
世
寧
編
『
日
本
詩
紀』
と
後
藤
昭
雄
編
『
日
本
詩
紀
拾
遺』
が
至
便
。｢
大
夫｣
は
、｢
公
式
令｣
(
授
位
任
官
条)
に
は
、
｢
於
二
太
政
官
一、
三
位
以
上
称
二
大○
夫○
一
…
其
於
二
寮
以
上
一、
四
位
称
二
大○
夫○
一
…
司
及
中
国
以
下
、
五
位
称
二
大○
夫○
一｣
(『
令
義
解』
巻
七)
な
ど
と
、
細
か
い
規
定
が
あ
る
が
、
ふ
つ
う
は
五
位
の
称
と
し
て
通
用
し
て
い
る
。
こ
こ
も
五
位
の
意
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
応
レ
似
二
朝
中
緋
衣
一
大○
夫○
一、
形
消
命
薄
不
レ
作
二
明
時
好
一
(『
田
氏
家
集』
巻
之
上
、｢
賦
二
海
老
一
卅
字
絶
句｣)
明
時
以
二
此
書
天
下
之
奇
作
一、
令
二

林
学
士
巨
大○
夫○
講
一
之
(『
本
朝
文
粋』
巻
九
、
紀
長
谷
雄
｢
後
漢
書
竟
宴
、
各
詠
レ
史
、
得
二

公
一｣
詩
序)
｢
良
春
道｣
は
、
惟
良
春
道
(
生
歿
年
未
詳)
。
承
和
十
一
年
に
従
五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、｢
大
夫｣
と
称
せ
ら
れ
る
。
詩
は
『
経
国
集』
『
扶
桑
集』
『
和
漢
朗
詠
集』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
小
野
篁
と
と
も
に
『
経
国
集』
詩
人
で
あ
り
、『
扶
桑
集』
に
は
篁
と
の
唱
和
の
詩
が
見
ら
れ
る
の
で
、
両
者
は
同
時
代
を
生
き
て
い
た
と
は
言
え
よ
う
。｢
菅
是
善｣
は
、
菅
原
是
善
(
八
一
二－
八
八
〇)
。
貞
観
十
四
(
八
七
二)
年
に
参
議
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。『
菅
相
公
集』
十
巻
が
あ
っ
た
(『
菅
家
後
集』
、｢
献
二
家
集
一
状｣)
が
、
現
存
し
な
い
。
詩
は
、『
類
聚
句
題
抄』
『
梅
城
録』
『
菅
家
文
草』
に
引
か
れ
る
摘
句
が
わ
ず
か
に
残
る
の
み
で
あ
る
。｢
江
音
人｣
は
、
大
江
音
人
(
八
一
一－
八
七
七)
。
参
議
補
任
は
、
貞
観
六
年
。『
本
朝
書
籍
目
録』
は
『
江
音
人
集』
一
巻
の
存
在
を
伝
え
る
が
、
す
で
に
逸
す
る
。
詩
は
、
『
和
漢
朗
詠
集』
に
摘
句
を
収
め
る
の
み
。｢
橘
広
相｣
(
八
三
七－
八
九
〇)
の
参
議
補
任
は
、
元
慶
八
(
八
八
四)
年
。『
橘
氏
文
集』
八
巻
が
あ
っ
た
(『
本
朝
書
籍
目
録』)
が
、
逸
し
て
伝
わ
ら
な
い
。
詩
は
、『
和
漢
朗
詠
集』
『
江
談
抄』
な
ど
に
摘
句
が
あ
る
。｢
都
良
香｣
(
八
三
四－
八
七
九)
は
、
貞
観
十
五
年
に
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
(『
古
今
和
歌
集
目
録』)
。『
都
氏
文
集』
六
巻
が
あ
っ
た
が
、
今
は
そ
の
う
ち
の
三
巻
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
詩
は
こ
の
三
巻
に
は
な
く
、『
扶
桑
集』
『
和
漢
朗
詠
集』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。｢
丞
相｣
は
、
大
臣
の
唐
名
。『
拾
介
抄』
(
中
・
官
位
唐
名
部
・
唐
名
大
略)
に
、｢
大
臣
相
府
・

府
…
丞○
相○
…｣
と
あ
る
。
除
目
明
朝
丞○
相○
家
、
無
レ
人
無
レ
馬
復
無
レ
車
(
『
菅
家
文
草』
巻
二
、｢
春
日
過
二
丞○
相○
家
門
一｣)
至
二
昌
泰
末
一、
菅○
丞○
相△
得
レ
罪
左
遷
(『
本
朝
文
粋』
巻
八
、
紀
長
谷
雄
｢
延
喜
以
後
詩
序｣)
｢
菅
道
｣
は
、
菅
原
道
真
(
八
四
五－
九
〇
三)
。
昌
泰
二
(
八
九
九)
年
に
右
大
臣
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。｢
菅
道
｣
は
、｢
真｣
の
部
分
を
空
白
に
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
真
へ
の
敬
意
を
示
す
表
記
。
同
類
の
表
記
に
、『
三
代
実
録』
『
菅
家
後
集』
『
公

補
任』
な
ど
に
見
ら
れ
る
｢
菅
道
ー｣
が
あ
る
。『
菅
家
後
集』
の
｢
献
二
家
集
一
状｣
に
は
、｢
菅
家
文
草
十
二
巻
道
ー
集｣
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
道
真
が
天
神
と
な
り
、
正
一
位
太
政
大
臣
を
追
贈
さ
れ
て
か
ら
始
ま
っ
た
、｢
よ
り
普
遍
的
な
価
値
を
も
つ
人
物
に
対
す
る
表
記｣
だ
と
言
う
(
今
野
鈴
代
｢｢
天
神
・
道
真｣
一
つ
の
表
敬
表
記｣
、｢
国
語
国
文｣
第
六
十
六
巻
十
一
号)
。｢
ー｣
が
な
い
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、｢
菅
道
｣
も
特
別
な
敬
意
を
示
し
た
表
記
で
あ
る
。
諸
本
は
、
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
注
釈
二
七
林
崎
文
庫
本
｢
真｣
・
葉
室
本
と
柳
原
本
は
空
白
な
し
・
塙
校
正
本
｢
□｣
・
田
沢
仲
舒
書
写
本
｢
ー｣
に
作
る
。
詩
は
『
菅
家
文
草』
『
菅
家
後
集』
に
ま
と
め
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。｢
善
清
行｣
は
、
三
善
清
行
(
八
四
七－
九
一
八)
。
参
議
補
任
は
、
延
喜
十
七
(
九
一
七)
年
。『
善
家
集』
が
あ
っ
た
が
、
逸
し
て
い
る
(『
本
朝
書
籍
目
録』
。『
政
事
要
略』
巻
二
十
二
に
よ
れ
ば
七
巻
は
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る)
。
詩
は
、『
扶
桑
集』
『
類
聚
句
題
抄』
『
和
漢
朗
詠
集』
な
ど
に
見
え
る
。｢
納
言｣
は
、
中
納
言
。『
拾
介
抄』
(
中
・
官
位
唐
名
部
・
官
職)
に
、｢
中
納
言
門
下
侍
郎
・
黄
門
侍
郎
・
今
世
納○
言○｣
と
あ
る
。
況
復
当
時
納○
言○
、
居
二
臣
下
一
者
、
将
相
貴
種
、
宗
室
清
流
(『
菅
家
文
草』
巻
十
、｢
重
請
レ
解
二
右
大
臣
職
一
第
二
表｣)
風
流
如
二
野
相
公
一、
雅
情
如
二
在
納○
言○
一
(
『
本
朝
文
粋』
巻
十
一
、
紀
淑
望
｢
古
今
和
歌
序｣)
｢
紀
長
谷
雄｣
(
八
四
五－
九
一
二)
は
、
延
喜
二
年
に
中
納
言
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。『
紀
家
集』
が
あ
っ
た
が
、
巻
十
四
の
み
が
現
存
し
て
い
る
。
ほ
か
に
『
長
谷
雄

集』
『
紀
氏
家
集』
『
続
紀
家
集』
『
延
喜
以
後
詩
巻』
(
序
の
み
存
す
る)
が
諸
書
に
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
散
逸
し
て
い
る
。
詩
は
、『
扶
桑
集』
『
本
朝
文
粋』
『
類
聚
句
題
抄』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
三
木
雅
博
編
『
紀
長
谷
雄
漢
詩
文
集
並
び
に
漢
字
索
引』
は
、
長
谷
雄
の
詩
文
を
集
成
し
て
い
る
。｢
江
千
古｣
は
、
大
江
千
古
(
八
六
六－
九
二
四)
。
延
喜
六
年
の
日
本
紀
講
書
竟
宴
に
従
五
位
下
で
参
加
し
た
。
ま
た
、『
尊
卑
分
脈』
に
は
、｢
式
部
権
大
輔
従
四
上｣
と
あ
る
の
で
、｢
大
夫｣
と
呼
ば
れ
る
。
詩
は
、『
雑
言
奉
和』
『
類
聚
句
題
抄』
『
別
本
和
漢
兼
作
集』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
｢
亦
弁
二
時
代
之
先
後
一｣
は
、
詩
の
配
列
に
当
た
っ
て
は
、
詩
人
の
生
年
お
よ
び
製
作
年
次
を
基
準
に
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
き
の
類
別
の
集
成
が
ま
ず
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
内
部
で
編
年
に
よ
っ
て
詩
を
配
列
す
る
方
法
は
、｢
類
分
之
中
、
各
以○
二
時○
代○
一
相○
次○｣
(『
文
選』
序)
に
す
で
に
見
ら
れ
る
。｢
亦｣
を
国
史
大
系
が
｢
只｣
に
作
る
の
は
誤
り
。｢
不
レ
依
二
官
爵
之
高
卑
一｣
は
、
爵
次
に
し
た
が
っ
て
詩
を
配
列
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
言
う
。
官
職
の
順
位
を
基
準
に
し
た
配
列
の
例
に
は
『
凌
雲
集』
が
あ
る
。
得
レ
道
不
レ
居
レ
上
、
失
レ
時
不
レ
降
レ
下
、
無
レ
言
二
存
亡
一、
一○
依○
二
爵○
次○
一
(『
凌
雲
集』
序)
ま
た
、
同
じ
題
材
の
詩
群
内
部
に
お
い
て
官
職
の
順
に
配
列
し
て
い
る
詩
集
に
は
、
次
が
あ
る
。
人○
以○
レ
爵○
分○
、
文△
以△
レ
類△
聚△
(『
経
国
集』
序)
さ
か
の
ぼ
っ
て
奈
良
時
代
の
『
懐
風
藻』
の
場
合
は
、｢
懐
風
藻
目
録｣
に
｢
略
以
二
時
代
一
相
次
、
不
下
以
二
尊
卑
一
等
級
上｣
と
注
記
が
あ
る
。
一
見
『
日
観
集』
と
同
じ
配
列
方
針
な
の
で
あ
る
が
、『
懐
風
藻』
は
ま
ず
詩
人
ご
と
に
詩
を
集
め
て
い
る
の
で
、
題
材
ご
と
に
詩
を
集
め
る
の
が
基
本
で
あ
る
『
日
観
集』
と
は
そ
の
姿
が
大
き
く
異
な
る
。
結
局
同
様
の
配
列
方
法
で
あ
る
の
は
、
先
行
す
る
日
本
の
詩
文
集
で
は
な
く
、『
文
選』
で
あ
る
。｢
先
後｣
は
、
さ
き
と
あ
と
、
今
と
昔
。
古
今
一
レ
揆
、
先○
後○
不
レ
貿カハ
ラ(『
文
選』
巻
四
十
、
呉
季
重
｢
在
二
元
城
一
与
二
魏
太
子
一
牋｣)
雖
レ
知
二
老
少
之
不
定
一、
猶
迷
二
先○
後○
之
相
違
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
四
、
大
江
朝
綱
｢
為
二
亡
息
澄
明
一

九
日
願
文｣)
北
山
円
正
二
八
｢
官
爵｣
は
、
官
職
と
爵
位
、
官
吏
の
地
位
身
分
。
薤
露
歌
詞
非
二
白
雪
一、
旌
銘
官○
爵○
是
浮
雲
(『
白
氏
文
集』
巻
六
十
五
・
、
｢
哭
二
崔
二
十
四
常
侍
一｣)
官○
爵○
者
任
二
運
命
一、
天
之
工
均
矣
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
二
、
慶
滋
保
胤
｢
池
亭
記｣)
｢
高
卑｣
は
、
た
か
い
と
ひ
く
い
。
命
苟
未
レ
来
且
求
レ
食
、
官
無
三
高○
卑○
及ト
二
遠
邇
一(『
白
氏
文
集』
巻
十
二
・
、
｢
王
夫
子｣)
構
レ
山
為
レ
心
、
高○
卑○
共
仰
二
如
レ
雲
之
化
一、
湛
レ
海
成
レ
量
、
遠
近
争
尽
二
奔
波
之
勤
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
四
、
大
江
朝
綱
｢
為
二
貞
信
公
一、
辞
二
関
白
一
第
三
表｣)
(
現
代
語
訳)
選
ば
れ
て
入
集
し
た
者
は
、
相
公
小
野
篁
、
大
夫
惟
良
春
道
、
相
公
菅
原
是
善
、
相
公
大
江
音
人
、
相
公
橘
広
相
、
大
夫
都
良
香
、
丞
相
菅
原
道
真
、
相
公
三
善
清
行
、
中
納
言
紀
長
谷
雄
、
大
夫
大
江
千
古
。
詩
の
配
列
は
、
時
代
の
順
序
次
第
を
考
慮
し
て
お
り
、
官
位
の
上
下
に
は
従
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

於あ
戯あ
望ばう
苑ゑん
の
春しゆ
ん
花くわ
に
、
未いま
だ
花くわ
麗れい
の
作さく
を
比なら
ぶ
る
を
排はい
せ
ず
、
桂けい
宮きゆ
う
の
秋しう
月げつ
に
、
著ちよ
明めい
の
詞こと
ば
を
集あつ
む
る
に
仮いと
ま
无な
し
。
豈あに
吾わ
が
君きみ
の
斯し
文ぶん
を
墜おと
さ
ざ
る
に
如し
か
む
や
と
爾しか
云い
ふ
。
東
宮
の
も
と
で
催
さ
れ
る
文
事
の
盛
況
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
東
宮
が
企
図
し
た

集
を
讃
え
て
序
を
結
ぶ
。｢
於
戯｣
は
、
感
嘆
の
こ
と
ば
。
以
下
東
宮
へ
の
称
賛
へ
と
つ
づ
く
。
於○
戯○
可
乎
哉
、
可
乎
哉
(『
文
選』
巻
五
十
一
、
東
方
曼
倩
｢
非
有
先
生
論｣
。
李
善
注
｢
於
戯ハ

辞
也｣)
於○
戯○
西

日
落
、
南
浦
春
闌
(『
本
朝
文
粋』
巻
九
、
慶
滋
保
胤
｢
暮
春
於
二
文
章
院
一、
餞
二
諸
故
人
赴
一レ
任
、
同
賦
二
別
方
山
水
深
一｣
詩
序)
｢
望
苑｣
は
、
漢
の
武
帝
が
戻
太
子
の
た
め
に
設
け
た
庭
園
。
こ
こ
で
は
東
宮
成
明
親
王
の
御
苑
に
見
立
て
る
。
漢
書
曰
、
衛
皇
后
生
二
戻
太
子
拠
一。
上
為
立
二
博△
望○
苑○
一、
使
レ
通
二
賓
客
一
(『
初
学
記』
巻
十
・
皇
太
子)
博△
望○
之△
苑○
載スナ
ハ
チ
暉
、
龍
楼
之
門
以
峻
(『
文
選』
巻
五
十
九
、
沈
休
文
｢
斉
故
安
陸
昭
王
碑
文｣)
望○
苑○
三
千
日
、
台
階
十
五
年
(『
白
氏
文
集』
巻
六
十
六
・
、｢
奉
レ
酬
二
淮
南
牛
相
公
思
黯
見
一レ
寄
二
二
十
四
韻
一｣)
俾
三
臣
専
優
二
遊
台
司
望○
苑○
之
間
一、
俾
二
臣
無
一レ
留
二
連
星
旄
電
戟
之
下
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
五
、
菅
原
文
時
｢
為
二
清
慎
公
一、
請
レ
罷
二
左
近
衛
大
将
一
状｣)
右
の
白
詩
前
句
は
、
白
居
易
が
八
年
に
わ
た
っ
て
太
子
賓
客
分
司
や
太
子
少
傅
分
司
な
ど
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
を
言
い
、｢
望
苑｣
は
東
宮
を
象
徴
す
る
語
と
な
っ
て
い
る
。
つ
づ
く
文
時
作
の
辞
状
に
見
え
る
、｢
望
苑｣
に
｢
優
遊｣
す
る
と
は
、
藤
原
実
頼
が
皇
太
子
傅
の
任
に
あ
る
こ
と
を
言
う
。
本
序
も
文
時
の
辞
状
も
、｢
望
苑｣
の
用
法
は
右
の
白
詩
と
同
じ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
白
詩
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
｢
春
花｣
は
、
春
に
咲
く
花
。
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
注
釈
二
九
樹
木
発
二
春○
華○
一、
清
池
激
二
長
流
一
(
『
文
選』
巻
二
十
四
、
曹
子
建
｢
贈
二
王
粲
一｣)
詞
少
二
春○
花○
之
艶
一、
名
窃
二
秋○
夜△
之
長
一
(
『
本
朝
文
粋』
巻
十
一
、
紀
淑
望
｢
古
今
和
歌
序｣)
｢
望
苑
春
花｣
は
、
春
宮
の
庭
園
に
お
け
る
春
の
花
が
咲
く
こ
ろ
の
意
。
後
続
の
句
で
分
か
る
よ
う
に
、
そ
う
い
っ
た
場
で
賦
詩
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。｢
排｣
は
、
推
す
、
押
し
の
け
る
。
白
光
納
二
日
月
一、
紫
気
排○
二
斗
牛
一
(『
白
氏
文
集』
巻
一
・
、｢
李
都
尉
古
剣
詩｣)
｢
花
麗｣
は
、
華
麗
に
同
じ
で
、
は
な
や
か
で
う
る
わ
し
い
。
御
房
穆ト
シ
テ
以
華○
麗○
、
連
閣
煥
其
相
徽ウル
ハ
シ(『
文
選』
巻
四
、
張
平
子
｢
南
都
賦｣)
其
詞
華○
麗○
、
而
首
尾
停
滞(『
本
朝
文
粋』
巻
十
一
、
紀
淑
望｢
古
今
和
歌
序｣)
｢
比
二
花
麗
之
作
一｣
は
、
作
文
会
で
秀
作
を
多
数
詠
出
す
る
こ
と
を
い
う
。｢
未
レ
排｣
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
止
め
ず
に
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。｢
桂
宮｣
は
、
属
三
長
楽
与
二
明
光
一、
径タダ
チ
ニ
北ノ
カ
タ
通
二
乎
桂○
宮○
一
(『
文
選』
巻
二
、
張
平
子
｢
西
京
賦｣
。
薛
綜
注
｢
長
楽
・
桂
宮
、
皆
宮
名｣)
の
よ
う
に
、
古
く
は
長
安
の
宮
殿
名
で
あ
る
が
、
杏
梁
賓
未
レ
散
、
桂○
宮○
明
欲
レ
沈
(『
玉
台
新
詠』
巻
四
、
謝
｢
雑
詠
五
首｣
ノ
｢
燭｣)
桂○
宮○
飛
二
細
質
一、
柳
陌
泛
二
軽
光
一
(『
経
国
集』
巻
十
四
、
中
臣
良
舟
｢
奉
試
詠
レ
塵｣)
と
、
た
ん
に
宮
殿
宮
中
の
意
と
も
な
る
。
さ
ら
に
は
、
漢
書
曰
、
孝
成
皇
帝
、
元
帝
太
子
也
。
初
居
二
桂○
宮○
一
(『
初
学
記』
巻
十
・
皇
太
子)
の
よ
う
な
記
述
か
ら
、
東
宮
の
宮
殿
の
異
称
と
も
な
っ
た
。
時
代
が
下
る
が
、
朋
両
之
恵
景
旁
照
、
共

二
桂○
宮○
之
月
一、

弐
之
徳
馨
剰
薫
、
久
誇
二
蘭
殿
之
風
一
(『
本
朝
続
文
粋』
巻
十
三
、
藤
原
明
衡
｢
為
二
亡
息
女
東
宮
妃
周
忌
一
願
文｣)
の
第
二
句
は
、
藤
原
茂
子
が
東
宮
尊
仁
親
王
の
妃
と
し
て
、
東
宮
の
宮
殿
で
あ
る
｢
桂
宮｣
の
上
に
昇
る
月
を
賞

し
た
と
往
時
の
華
や
か
さ
を
回
顧
す
る
部
分
で
あ
る
。
対
を
な
す
｢
望
苑｣
と
同
じ
く
東
宮
を
象
徴
す
る
語
と
見
な
し
う
る
。｢
秋
月｣
は
、
秋
の
月
。
秋
露
如
レ
珠
、
秋○
月○
如
レ
珪
(『
文
選』
巻
十
六
、
江
文
通
｢
別
賦｣)
春
花
開
時
、
詠
歌
之
思
不
レ
絶
、
秋○
月○
朗
夜
、
謳
吟
之
声
猶
忙
(『
本
朝
文
粋』
巻
十
一
、
藤
原
後
生
｢
奉
レ
賀
二
村
上
天
皇

御
算
一
和
歌
序｣｣)
｢
桂
宮
秋
月｣
は
、
東
宮
の
宮
殿
か
ら
秋
の
月
を
眺
め
る
こ
ろ
の
意
。
そ
の
よ
う
な
時
節
に
詠
詩
の
集
い
を
催
し
た
の
で
あ
る
。｢
无
レ
仮｣
は
、
何
か
を
行
っ
て
忙
し
い
。｢
仮｣
は
、｢
暇｣
に
同
じ
。
綺
羅
脂
粉
粧
無○
レ
暇○
、
不
レ
謝
巫
山
一
片
雲
(『
本
朝
文
粋』
巻
一
、
紀
長
谷
雄
｢
貧
女
吟｣)
｢
著
明｣
は
、
は
っ
き
り
し
て
明
ら
か
。
こ
こ
で
は
詠
ま
れ
た
詩
が
き
わ
め
て
優
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
憲
度
著○
明○
、
易
レ
則
也
(『
文
選』
巻
四
十
八
、
司
馬
長
｢
封
禅
文｣)
照
臨
猶
薄
二
於
下
土
一、
著○
明○
未
レ

オ
ヨ
バ二
於
上
弦
一
(『
本
朝
文
粋』
巻
一
、
源
英
明
北
山
円
正
三
〇
｢
繊
月
賦｣)
｢
无
レ
仮
レ
集
二
著
明
之
詞
一｣
は
、
見
事
な
詩
を
詠
ま
せ
集
め
る
の
に
多
忙
な
さ
ま
を
示
し
て
い
る
。
｢
吾
君｣
は
、
天
子
、
天
皇
の
異
称
。『
拾
介
抄』
(
中
・
官
位
唐
名
部
・
唐
名
大
略)
に
、｢
帝
王
天
子
・
皇
帝
…
我○
后○｣
と
あ
る
の
を
参
考
に
す
れ
ば
、
唐
名
と
も
見
な
し
う
る
。
我○
君○
順
レ
時
発
、
桓
桓
東
南
征
(『
文
選』
巻
二
十
七
、
王
仲
宣
｢
従
軍
詩
五
首｣
ノ
二)
縦
招
二
臣
身
逆
レ
旨
之
咎
一、
寧
遺
二
吾○
君○
妄
施
之
名
一
乎
(『
本
朝
文
粋』
巻
四
、
大
江
朝
綱
｢
貞
信
公
辞
二
摂
政
准
三
宮
等
一
表｣)
た
だ
、
こ
こ
で
は
東
宮
の
こ
と
で
あ
り
、
用
い
方
と
し
て
は
異
例
に
属
す
る
。
た
ん
に
吾
が
主
君
の
意
と
も
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
天
皇
の
呼
称
を
東
宮
に
ま
で
及
ぼ
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
今
は
序
を
執
筆
し
た
維
時
が
当
時
東
宮
学
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
我
が
主
人
の
意
に
取
り
、
後
考
に
待
つ
。｢
不
レ
墜＊
二
斯
文
一｣
は
、『
論
語』
(
子
罕
篇)
の
孔
子
の
言
葉
、｢
文
王
既
没
、
文
不
レ
在
レ
茲
乎
。
天
之
将
レ
喪○
二
斯○
文○
一
也
、
後
死
者
不
レ
得
レ
与
二
於
斯
文
一
也
。
天
之
未○
レ
喪○
二
斯○
文○
一
也
、
匡
人
其
如
レ
予
何｣
や
、
子
張
篇
の
子
貢
の
言
葉
、｢
文○
武
之
道
、
未○
レ
墜○
二
於○
地○
一。
在
レ
人｣
に
基
づ
い
て
お
り
、
東
宮
が
詩
集

集
に
よ
っ
て
｢
斯
文｣
つ
ま
り
詩
作
を
衰
退
さ
せ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
論
語』
の
孔
子
と
子
貢
の
言
葉
を
強
く
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
詩
の
み
な
ら
ず
当
時
の
文
化
全
般
に
つ
い
て
の
発
言
と
言
え
よ
う
。
如
何
昊
穹
、
既
喪○
二
斯○
文○
一
(『
文
選』
巻
五
十
八
、
蔡
伯
｢
陳
太
丘
碑
文｣)
若
失
二
此
人
一、
恐
墜○
二
斯○
文○
一
(
『
本
朝
文
粋』
巻
七
、
三
善
清
行
｢
奉
二
左
丞
相
一
書｣)
春
宮
の
も
と
で
賦
詩
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
風
流
韻
事
は
隆
昌
の
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
『
日
観
集』
編
纂
に
よ
っ
て
文
学
を
退
潮
に
向
か
わ
せ
な
い
事
業
に
は
及
ば
な
い
と
、
惜
し
み
な
い
讃
辞
を
呈
し
て
い
る
。｢
墜＊｣
は
、
底
本
は
｢
儀｣
の
下
に
｢
土｣
を
付
け
た
字
形
で
あ
る
が
、
諸
本
に
よ
っ
て
改
め
た
。
右
の
『
論
語』
『
本
朝
文
粋』
に
徴
し
て
こ
の
正
し
さ
は
確
認
で
き
る
。｢
云＊
レ
爾｣
は
、
言
う
こ
と
は
こ
の
通
り
で
あ
る
、
ま
た
は
文
末
の
語
勢
を
強
め
る
た
め
の
助
辞
。
三
宅
橘
園
『
助
語
審
象』
(
巻
之
上)
に
は
、｢
カ
フ
イ
フ
・
コ
ノ
ト
ホ
リ
ジ
ヤ｣
と
あ
る
。
故
賦
之
云○
レ
爾○
(『
文
選』
巻
十
三
、
張
茂
先
｢
鷦
鷯
賦｣
序)
宜
下
裁
二
四
韻
一、
各
述
上
レ
所
レ
懐
云○
レ
爾○
(『
懐
風
藻』
、
藤
原
萬
里
｢
暮
春
於
二
弟
園
池
一
置
酒｣
序)
｢
云＊｣
は
、
底
本
で
は
大
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
、
諸
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
こ
こ
は
序
の
常
套
句
で
あ
り
、
右
の
例
に
照
ら
し
て
｢
云｣
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。(
現
代
語
訳)
あ
あ
東
宮
の
御
苑
で
春
の
花
咲
く
こ
ろ
、
華
麗
な
作
品
を
つ
ら
ね
る
こ
と
を
止
め
て
い
な
い
し
、
東
宮
の
宮
殿
で
秋
の
月
が
出
る
こ
ろ
、
す
ぐ
れ
た
詩
を
詠
ま
せ
集
め
る
の
に
忙
し
い
。
と
は
い
え
、
我
が
御
主
君
の
文
事
を
衰
え
さ
せ
な
い
功
業
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
注
釈
三
一
付
説
こ
の
序
は
、｢
漢
家
の
謡
詠｣
中
国
の
詩
文
朗
誦
を
重
ん
じ
、｢
日
域
の
文
章｣
日
本
の
詩
文
を
顧
み
な
い
現
況
を
ま
ず
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
状
況
を
、｢
寔まこ
と
に
重
心
に
咨

す
べ
き
者
な
り｣
と
慨
嘆
し
て
い
る
。『
日
観
集』
編
纂
当
時
の
朗
誦
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
す
べ
は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
た
が
っ
て
に
わ
か
に
は
納
得
で
き
な
い
の
だ
が
、
天
慶
年
間
に
お
け
る
一
文
人
の
意
見
と
し
て
、
ま
ず
は
耳
を
傾
け
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
や
や
時
代
の
下
る
資
料
と
な
る
が
、｢
古
今
詞
客
得
レ
名
多
、
白
氏
抜
群
足
二
詠
歌
一｣
(『
本
朝
麗
藻』
巻
下
、
具
平
親
王
｢
和
下
高
礼
部
再
夢
二
唐
故
白
大
保
一
之
作
上｣)
か
ら
は
、
平
安
時
代
の
中
期
に
は
白
詩
朗
詠
が
好
ま
れ
て
い
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
。
白
居
易
を
中
心
と
し
た
中
国
の
詩
文
が
ひ
ろ
く
口
の
端
に
上
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
承
和
年
間
に
白
詩
が
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
は
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
江
維
時
の
頃
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
と
見
て
も
よ
い
。
た
だ
日
本
の
詩
文
が
う
ち
捨
て
ら
れ
て
、｢
草
藁
滋
く
生
ま
る
る
も
、
塵
埃
空
し
く
積
も
る｣
と
は
言
う
も
の
の
、
ど
れ
だ
け
実
態
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
を
持
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
｢
草
藁｣
つ
ま
り
詩
文
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
生
ま
れ
て
い
な
が
ら
誦
せ
ら
れ
な
い
な
ど
と
い
う
の
は
、
不
自
然
な
状
態
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
実
情
を
確
認
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
菅
原
道
真
に
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
興
味
深
い
発
言
が
あ
る
。｢
詠
二
楽
天
北
窓
三
友
詩
一｣
(『
菅
家
後
集』)
に
、｢
父
祖
子
孫
久
要
期｣
つ
ま
り
父
祖
か
ら
子
孫
に
到
る
ま
で
長
い
間
守
っ
て
来
た
約
束
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、｢
只
嫌
吟
咏
渉
二
歌
唱
一｣
我
々
の
詩
が
吟
詠
さ
れ
て
世
間
で
は
や
る
唱
歌
と
な
っ
て
し
ま
う
の
は
嫌
う
べ
き
だ
と
す
る
一
家
の
決
ま
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
道
真
は
、
｢
不
レ
発
二
于
声
一
心
以
思｣
詩
は
声
に
は
出
さ
ず
に
心
の
中
に
思
い
描
く
と
い
う
態
度
を
示
す
。
こ
の
自
作
の
詩
に
つ
い
て
の
姿
勢
は
、
菅
原
氏
独
自
の
も
の
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
や
が
て
こ
の
考
え
が
一
般
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
、
朗
誦
を
控
え
る
風
潮
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
作
を
吟
詠
し
な
く
な
れ
ば
、
他
人
の
詩
に
つ
い
て
も
こ
の
傾
向
は
波
及
す
る
だ
ろ
う
。
詩
人
た
ち
は
自
分
の
詩
が
流
行
す
る
の
を
嫌
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
っ
て
朗
誦
の
対
象
は
、
い
き
お
い
中
国
の
詩
と
な
る
。
そ
し
て
、
日
本
で
多
く
の
詩
が
生
ま
れ
て
も
、
そ
れ
は
詩
人
の
心
の
中
に
し
か
残
ら
ず
、
や
が
て
｢
草
藁｣
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
う
い
っ
た
次
第
が
想
定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
と
よ
り
道
真
の
詩
句
だ
け
で
、
天
慶
年
間
以
前
の
風
潮
を
推
し
測
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
他
の
関
連
す
る
資
料
を
掘
り
起
こ
し
て
、
慎
重
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
後
考
に
待
ち
た
い
。
序
は
、｢
天
慶
の

宮｣
成
明
親
王
の
才
を
、｢
学
は
誦
詠
に
長
け｣
と
紹
介
す
る
。
親
王
後
の
村
上
天
皇
の
好
文
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
朗
誦
に
つ
い
て
の
造
詣
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
と
も
あ
れ
東
宮
が
｢
誦
詠｣
を
学
ぶ
中
で
、
自
国
の
詩
が
朗
唱
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
れ
を
憂
慮
し
、
朗
誦
を
促
す
べ
く
こ
の
た
び
の

集
を
企
図
し
た
と
い
う
次
第
で
あ
ろ
う
か
。
な
に
ぶ
ん
に
も
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
は
分
明
で
は
な
く
、
推
測
を
交
え
ざ
る
を
え
な
い
。
今
後
現
存
す
る
当
時
の
資
料
を
、
朗
詠
好
尚
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
『
日
観
集』
と
い
う
書
名
は
、
自
国
を
意
識
し
た
上
で
の
命
名
で
あ
る
。
序
の
冒
北
山
円
正
三
二
頭
か
ら
｢
遠｣
対
｢
近｣
つ
ま
り
中
国
対
日
本
と
い
う
構
図
を
描
い
て
い
る
。｢
聡｣
｢
明｣
つ
ま
り
よ
く
耳
に
入
り
よ
く
目
に
入
っ
て
く
る
日
本
の
詩
を
軽
ん
じ
る
べ
き
で
は
な
い
と
も
言
う
。
つ
づ
い
て
日
中
の
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
に
も
た
ら
す
｢
風
流｣
｢
声
色｣
、
広
く
言
え
ば
興
趣
風
情
に
は
相
違
は
な
い
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、｢
漢
家
の
謡
詠｣
を
重
ん
じ
｢
日
域
の
文
章｣
を
疎
か
に
す
る
風
潮
に
、
嘆
き
の
声
を
漏
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
国
の
詩
に
押
さ
れ
て
い
る
自
国
の
詩
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
打
開
の
手
段
と
し
て
、
こ
の
た
び
の

集
が
計
画
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
な
ん
と
か
自
国
の
詩
を
宣
揚
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
表
れ
が
詩
集
の
名
前
で
あ
る
。
序
に
、｢
並とも
に
扶
桑
の
名
を
取
る
な
り｣
と
言
う
よ
う
に
、
詩
集
名
に
日
本
の
異
称
を
冠
す
る
の
み
な
ら
ず
、
所
収
の
作
品
も
日
本
人
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
へ
の
注
意
を
喚
起
す
る
。
中
国
の
そ
れ
と
は
異
な
る
独
自
性
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。『
日
観
集』
以
後
、『
扶○
桑○
集』
『
本○
朝○
麗
藻』
『
本○
朝○
文
粋』
な
ど
の
よ
う
に
、
日
本
つ
ま
り
自
国
を
意
識
し
た
名
称
を
含
む
詩
文
の
総
集
が
現
れ
る
。
お
そ
ら
く
『
日
観
集』
は
そ
の
魁
な
の
で
あ
ろ
う
。
序
の
末
尾
は
東
宮
成
明
親
王
の
文
化
面
で
の
働
き
を
讃
え
て
い
る
。
東
宮
の
も
と
で
作
文
の
集
い
が
行
わ
れ
て
文
事
は
盛
況
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
こ
の
度
の

集
は
意
義
深
い
と
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
弘
仁
天
長
期
に
勅

漢
詩
文
集
が
三
集
相
次
い
で
編
纂
さ
れ
、
そ
の
後
｢
百
余
年｣
も
の
空
白
の
期
間
を
経
て
、
よ
う
や
く
大
規
模
な

集
を
見
た
の
で
あ
る
。

集
下
命
者
へ
の
称
賛
は
当
然
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
詩
集
は
、
弘
仁
天
長
期
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
詩
を
含
ま
ず
、
承
和
年
間
以
後
の
詩
を
収
め
て
い
る
。
弘
仁
天
長
期
以
前
の
詩
は
、
勅

三
集
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
現
在
の
詩
の
流
れ
や
詩
風
な
ど
は
、
承
和
期
以
降
に
形
作
ら
れ
た
と
見
て
取
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、

集
の
範
囲
が
決
め
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
承
和
年
間
以
後
の
詩
の
新
た
な
動
き
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
ま
と
め
上
げ
た
成
果
は
、
文
事
の
歴
史
に
お
け
る
大
き
な
区
切
り
で
あ
り
、
今
後
の
指
針
と
も
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
成
明
親
王
の
下
命
は
、｢
斯
文
を
墜
さ
ざ
る｣
事
業
と
評
し
え
た
の
で
あ
る
。
大
江
維
時
｢
日
観
集
序｣
注
釈
三
三
